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平
成
23
年
度
西
和
賀
町
予
算
が
成
立

前
年
度
比
１
億
２
０
０
万
円
の
増
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一
般
会
計
と
特
別
会
計
と
は

　

一
般
会
計
と
は
、
行
政
運
営
に
必
要

な
基
本
的
な
経
費
を
盛
り
込
ん
だ
歳
入

と
歳
出
の
全
体
を
示
し
、
自
治
体
に
と

っ
て
は
も
っ
と
も
規
模
が
大
き
い
会
計

で
重
要
な
会
計
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
特
別
会
計
と
は
、

簡
易
水
道
、
温
泉
事
業
、
国
民
健
康
保

険
な
ど
の
よ
う
に
、
料
金
や
保
険
料
な

ど
の
特
定
の
収
入
を
財
源
と
し
て
、
特

定
の
目
的
の
事
業
を
行
う
た
め
の
会
計

を
指
し
ま
す
。

歳
入
と
歳
出
と
は

　

歳
入
と
は
入
っ
て
く
る
お
金
で
収
入

の
こ
と
。
歳
出
と
は
、
出
て
い
く
お
金

で
支
出
の
こ
と
。

地
方
交
付
税
と
は

　

規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
ど
の
市

町
村
で
も
同
じ
よ
う
な
行
政
事
務
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
国
税
（
所

得
税
、
法
人
税
、
酒
税
、
た
ば
こ
税
な

ど
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
一
定
割
合
を
、
一

定
の
基
準
に
よ
り
国
が
市
町
村
に
交
付

す
る
も
の
。

自
主
財
源
と
依
存
財
源
と
は

　

自
主
財
源
と
は
、
町
民
税
や
法
人
税

な
ど
の
町
税
の
ほ
か
、
手
数
料
な
ど
を

指
し
、
一
方
の
依
存
財
源
と
は
地
方
交

付
税
や
町
債
、
国
庫
支
出
金
、
県
支
出

金
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

３
月
定
例
議
会
が
３
月
４
日
か

ら
18
日
ま
で
の
日
程
で
行
わ
れ
、

平
成
23
年
度
の
予
算
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
予
算
額
は
60
億
４

０
０
万
円
で
、
前
年
度
の
当
初
予

算
と
比
較
し
て
１
億
２
０
０
万
円

の
増
。
率
に
す
る
と
１
・
７
％
の

増
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
８
つ
の
特
別
会
計
の
総
額

は
28
億
９
１
７
２
万
円
で
、
前
年

度
と
比
べ
１
億
円
あ
ま
り
の
増
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
介
護
給

付
費
が
伸
び
た
こ
と
と
配
水
管
布

設
替
工
事
の
実
施
が
主
な
要
因
で

す
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
の
自
主
財
源

は
、
町
税
が
お
よ
そ
５
億
円
、
手

数
料
や
財
産
収
入
な
ど
が
５
億
６

２
５
１
万
円
で
す
。

　

最
も
大
き
な
収
入
で
、
各
自
治

体
の
基
本
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
維
持

す
る
た
め
に
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

地
方
交
付
税
は
34
億
８
千
万
円
。

国
勢
調
査
に
基
づ
く
人
口
の
減
少

を
勘
案
し
た
こ
と
に
よ
り
前
年
度

と
比
較
し
て
７
０
０
０
万
円
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

　

町
の
借
金
に
あ
た
る
町
債
は
４

億
７
５
３
０
万
円
で
、
前
年
度
と

比
べ
お
よ
そ
９
１
０
０
万
円
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

理
解
を
深
め
る
た
め
に

【
歳
入
・
自
主
財
源
は

　
　
　
　
　

10
億
6
千
万
円
】

平
成
23
年
度
予
算
の
概
要

※グラフと表は四捨五入しているため、
　合計が一致しない場合があります。

町税
4億9580万円
（8.2%）

その他
5億6251万円
（9.4%）

自主財源
10億5831万円
（17.6%）

【自主財源その他内訳】
分担金及び負担金　2819万円
使用料　　　　　　6144万円
手数料　　　　　　1467万円
財産収入　　　　　　430万円
繰入金　　　　　3億314万円
繰越金　　　　　　8500万円
諸収入　　　　　　6578万円

地方交付税
34億8000万円
（58%）

依存財源
49億4569万円
（82.4%）

国庫支出金
4億7968万円
（8%）

県支出金
3億3261万円
（5.5%）

地方債
4億7530万円
（7.9%）

その他
1億7810万円
（3%）

【依存財源その他内訳】
地方譲与税　　　　　　　8700万円
利子割交付金　　　　　　　90万円
配当割交付金　　　　　　　10万円
株式等譲渡所得割交付金　　10万円
地方消費税交付金　　　　6400万円
ゴルフ場利用税交付金　　　370万円
自動車取得税交付金　　　1100万円
交通安全対策特別交付金　　130万円
地方特例交付金　　　　　1000万円

歳出の総額60億400万円歳出の総額60億400万円

一般会計歳入一般会計歳入



一般会計歳出
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町
債
（
地
方
債
）
と
は

　

町
が
道
路
整
備
や
建
物
建
築
な
ど
に

充
て
る
た
め
借
り
入
れ
る
お
金
の
こ
と
。

公
債
費
と
は

　

町
が
こ
れ
ま
で
に
借
り
入
れ
た
借
金

を
返
済
す
る
お
金
。

普
通
建
設
事
業
費
と
は

　

道
路
や
公
共
施
設
の
建
設
、
改
修
な

ど
を
行
う
費
用
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
国
や
県
の
補
助
を
受
け
て
実

施
す
る
事
業
を
補
助
建
設
事
業
と
い
い
、

単
独
事
業
は
補
助
の
入
ら
な
い
事
業
を

指
し
ま
す
。

人
件
費
と
は

　

特
別
職
（
町
長
や
議
員
）
、
一
般
職

員
の
ほ
か
各
種
委
員
な
ど
に
支
払
わ
れ

る
費
用
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
に
携
わ
る
職
員
に

つ
い
て
は
そ
の
会
計
か
ら
人
件
費
が
支

払
わ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

物
件
費
と
は

　

公
共
施
設
の
燃
料
、
光
熱
水
費
や
委

託
料
な
ど
の
費
用
。

補
助
費
と
は

　

各
種
団
体
に
対
す
る
補
助
、
負
担
金

な
ど
に
要
す
る
経
費
。

扶
助
費
と
は

　

医
療
費
や
児
童
手
当
で
給
付
な
ど
に

充
て
ら
れ
る
費
用
。

　

一
般
会
計
の
歳
出
で
最
も
大
き

な
支
出
は
人
件
費
で
、
11
億
２
１

９
８
万
円
で
前
年
度
と
比
べ
て
金

額
３
９
３
３
万
円
の
減
と
な
り
ま

し
た
。
退
職
に
と
も
な
う
職
員
数

の
減
が
大
き
な
要
因
で
す
が
、
２

つ
の
選
挙
が
あ
る
こ
と
で
昨
年
よ

り
減
少
幅
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
大
き
い
支
出
は
公
債
費
で
、

10
億
６
８
０
０
万
円
で
す
。
前
年

度
と
比
べ
て
６
８
１
０
万
円
の
減

と
な
り
ま
し
た
。
繰
り
上
げ
償
還

（
借
金
を
繰
り
上
げ
て
返
し
て
い

く
こ
と
）
に
加
え
、
返
す
額
よ
り

も
借
り
る
金
額
を
少
な
く
し
て
い

る
た
め
、
今
後
も
公
債
費
は
減
っ

て
い
く
見
込
み
で
す
。

【
歳
出
・
借
金
返
済
に

　
　
　
　
　

10
億
6
千
万
円
】

　

町
は
、
町
の
予
算
が
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
財
政

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を

説
明
し
た
『
西
和
賀
町
予
算
説

明
書
』
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
ほ
か
、
総
務
課
窓
口
で
実
費

に
て
配
布
い
た
し
ま
す
。
そ
の

ほ
か
、
予
算
の
内
容
や
主
な
事

業
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い

方
は
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課

　
　
　
　

☎
８
２
ー
３
２
８
１

予
算
に
つ
い
て
詳
し
く
は

　
　
　
　
　
　

総
務
課
ま
で

国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
簡易水道事業特別会計
下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
温泉事業特別会計

合　　　計

一般会計予算などの状況

一 般 会 計 60億400万円

一般会計と特別会計の合計 88億9,572万円

収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

沢内病院

6億7,670万円
6億7,670万円
5,029万円
5,029万円

9億272万円
7,480万円

9億9,796万円
3億7,815万円
3億9,052万円
5,439万円
9,318万円

28億9,172万円

特別会計

総務費
7億2020万円
（12%）

民生費
11億7490万円
（19.6%）

衛生費
5億6330万円
（9.4%）

一般会計歳出

農林水産業費
4億6650万円
（7.8%）商工費

2億3970万円（4%）

土木費
8億6920万円
（14.5%）

消防費
2億3290万円
（3.9%）

教育費
5億1610万円
（8.6%）

公債費
10億6800万円
（17.7%）

その他
1億5320万円（2.7%）

目的別

【その他の内訳】
議会費　　　9280万円
労働費　　　3510万円
災害復旧費　1730万円
予備費　　　　800万円

性質別

人件費
11億2198万円
（18.7%）

扶助費
4億4148万円
（7.4%）

公債費
10億6800万円
（17.8%）

物件費
7億8724万円
（13.1%）

補助費等
9億2987万円
（15.5%）

積立金
1億28万円
（1.7%）

繰出金
7億4534万円
（12.4%）

普通建設事業費
5億9074万円
（9.8%）

その他
2億1908万円（3.6%）

【その他の内訳】
維持補修費　　　　1億7328万円
投資及び出資金・貸付金　2050万円
災害復旧費　　　　　1730万円
予備費　　　　　　　　800万円

平成23年度　一般会計予算歳入�平成23年度　一般会計予算歳入�
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町　

長　

細
井
洋
行

　

21
世
紀
に
お
け
る
地
球
的
な
課

題
は
「
食
糧
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
問

題
で
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
グ
ロ

ー
バ
ル
化
が
進
む
国
際
経
済
社
会

の
影
響
を
ま
と
も
に
受
け
な
が
ら
、

ロ
ー
カ
ル
な
地
域
課
題
が
大
き
く

翻
弄
さ
れ
続
け
る
も
の
と
危
惧
さ

れ
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
、
国
内
の
議
論
や
合

意
を
待
た
ず
、
迫
ら
れ
る
経
済
対

策
の
中
で
出
て
く
る
方
向
性
は
、

地
方
農
山
村
に
と
っ
て
ま
す
ま
す

厳
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、根
本
的
な
問
題
が「
食

糧
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
あ
る
と
す

れ
ば
、
地
方
に
は
大
き
な
可
能
性

が
秘
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

西
和
賀
町
の
持
つ
地
域
特
性
と
、

食
糧
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
持
つ
可
能

性
に
夢
を
つ
な
い
で
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

く
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

農
業
農
村
振
興
プ
ラ
ン
で
は
、

農
業
振
興
と
共
に
農
業
集
落
の
維

持
の
た
め
の
地
域
協
働
、
人
材
育

成
を
大
き
な
柱
と
し
て
い
ま
す
。

将
来
の
新
規
就
農
者
や
集
落
営
農

の
基
盤
と
な
る
人
材
を
育
て
る
た

め
の
農
業
塾
設
置
に
向
け
て
調
査

研
究
を
行
い
ま
す
。

　

新
年
度
か
ら
農
業
者
戸
別
所
得

補
償
制
度
が
本
格
実
施
と
な
り
、

米
に
加
え
畑
作
物
も
所
得
補
償
の

対
象
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
米
や

戦
略
作
物
を
除
い
た
転
作
作
物
へ

の
助
成
金
で
あ
る
産
地
資
金
は
、

担
い
手
へ
の
加
算
を
設
け
る
な
ど

昨
年
以
上
の
助
成
水
準
で
、
農
家

の
生
産
意
欲
喚
起
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

畜
産
も
厳
し
い
環
境
下
に
あ
り

ま
す
が
、
飼
育
頭
数
の
増
頭
に
対

す
る
支
援
や
循
環
型
農
業
実
施
に

向
け
た
体
制
を
検
討
し
ま
す
。

　

林
業
に
つ
い
て
は
、
森
林
総
合

整
備
事
業
な
ど
の
継
続
と
と
も
に

国
策
の
森
林
林
業
再
生
プ
ラ
ン
を

活
用
し
た
路
網
整
備
を
促
進
し
ま

す
。
公
有
林
、
民
有
林
一
体
と
な

っ
た
作
業
道
の
整
備
で
効
率
的
な

木
材
搬
出
が
で
き
る
林
業
の
仕
組

み
づ
く
り
に
着
手
し
、
新
た
な
森

林
整
備
計
画
の
策
定
調
査
に
入
り

ま
す
。
今
年
度
実
施
し
た
「
森
林

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
切
り
開
く
未
来
推

進
事
業
」
を
継
続
し
、
木
質
エ
ネ

ル
ギ
ー
活
用
の
新
た
な
展
開
を
進

め
ま
す
。
薪
ス
ト
ー
ブ
の
普
及
促

進
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
す

る
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
里
と
し
て
、

林
業
が
６
次
産
業
に
貢
献
す
る
エ

コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
里

と
し
て
、
観
光
に
も
寄
与
で
き
る

目
標
を
持
ち
取
り
組
み
ま
す
。

⑵
観
光
商
工

　

温
泉
観
光
、
山
岳
観
光
な
ど
を

求
め
て
西
和
賀
町
を
訪
ね
る
お
客

様
を
、
地
域
全
体
で
大
事
に
歓
迎

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
平
成

24
年
の
Ｊ
Ｒ
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
な
げ
る
た

め
に
も
、
お
客
様
を
迎
え
お
も
て

な
し
を
す
る
姿
勢
を
学
ぶ
年
と
し

ま
す
。

建
物
の
老
朽
化
が
進
み
、
ご
利
用

い
た
だ
く
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
も
、

良
い
環
境
で
あ
る
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
早
期
の
新
設
病
院
完
成
に
向

け
て
具
体
的
な
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

近
年
は
、
国
保
高
額
療
養
費
の

伸
び
が
大
き
く
健
康
づ
く
り
の
重

要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。
平
成
20

年
度
に
西
和
賀
町
健
康
増
進
計
画

を
策
定
し
て
い
ま
す
が
、
計
画
の

中
間
年
度
に
入
り
、
評
価
と
見
直

し
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
の
進
む
本
町
で
は
、
一

人
暮
ら
し
で
も
安
心
し
て
生
活
で

き
る
住
宅
環
境
が
重
要
に
な
り
ま

す
。
次
期
西
和
賀
町
老
人
福
祉
計

画
、
介
護
保
険
事
業
計
画
の
見
直

し
の
中
で
、
高
齢
者
の
共
同
生
活

住
宅
な
ど
の
ニ
ー
ズ
を
検
討
し
、

日
常
生
活
の
不
安
解
消
に
こ
た
え

て
い
き
ま
す
。

　

保
育
所
の
統
合
に
つ
い
て
は
、

小
さ
い
お
子
さ
ん
を
抱
え
て
の
就

業
の
問
題
、
通
所
の
負
担
な
ど
を

考
慮
し
、
当
面
施
設
の
統
合
は
見

送
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
の
中
、
子
育
て
環
境
の

整
備
の
充
実
も
図
り
ま
す
。病
児
・

病
後
児
保
育
、
延
長
保
育
・
休
日

保
育
な
ど
可
能
な
限
り
の
子
育
て

支
援
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

障
が
い
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
障
が

い
者
が
通
所
す
る
ワ
ー
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
湯
田
・
沢
内
で
の
活
動
を

は
じ
め
、
元
気
の
出
る
活
動
へ
の

応
援
を
住
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

手
が
け
て
い
き
ま
す
。

子
供
た
ち
が
地
域
を
愛
せ
る
と
い

う
こ
と
は
、
町
の
良
い
と
こ
ろ
を

し
っ
か
り
と
教
え
る
こ
と
、
教
師

が
熱
意
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

本
町
に
お
い
て
は
、
地
域
資
源
を

活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

お
り
、
町
の
財
産
や
地
域
資
源
に

つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
ご
指
導
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

芸
術
・
文
化
は
、
人
間
の
豊
か

な
感
性
を
育
て
ま
す
。
社
会
に
は
、

幅
広
い
多
く
の
分
野
が
存
在
し
、

人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
得
意
分
野
が
あ

り
、
個
性
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

一
つ
ひ
と
つ
の
個
性
が
地
域
の
財

産
で
、
町
の
豊
か
さ
で
す
。
町
民

劇
場
や
町
外
団
体
の
企
画
も
取
り

込
み
、
幅
広
い
感
性
を
醸
成
す
る

機
会
と
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

県
立
西
和
賀
高
校
の
存
続
に
つ

い
て
は
、
地
元
で
の
高
校
教
育
確

保
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
交
通
の
確

保
な
ど
社
会
的
な
存
在
と
し
て
あ

ま
り
に
大
き
な
問
題
で
す
。
西
和

賀
高
校
は
近
隣
自
治
体
か
ら
も
入

学
を
希
望
す
る
学
校
と
な
っ
て
お

り
、
今
後
も
可
能
な
限
り
の
支
援

を
し
ま
す
。
進
路
指
導
な
ど
管
内

で
も
評
価
が
高
く
、
町
内
中
学
生

の
多
く
が
入
学
を
希
望
す
る
高
校

を
目
指
し
高
校
や
町
教
育
委
員
会

と
連
携
を
深
め
行
動
し
ま
す
。

施
政
方
針
演
述
要
旨

施
政
方
針

の方針を述べました。その要旨をお知らせします。
町
総
合
計
画
の
推
進

　

「
『
健
康
』『
環
境
』『
産
業
』

人
が
輝
き
地
域
の
力
満
ち
る
町
」

を
町
づ
く
り
の
理
念
と
し
て
い
ま

す
が
、
「
町
民
の
た
め
に
な
る
」

政
策
と
し
て
進
め
る
分
野
別
の
取

り
組
み
の
基
本
的
な
考
え
方
を
述

べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
は
、
病
診
連
携
推

進
事
業
と
し
て
民
間
の
開
業
医
と

沢
内
病
院
の
医
師
や
ス
タ
ッ
フ
、

行
政
職
員
と
の
意
思
疎
通
の
場
を

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
医
師

不
足
と
い
う
社
会
情
勢
の
中
、
地

域
医
療
に
お
け
る
連
携
の
あ
り
方

も
協
議
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
沢
内
病
院
は
、

保
健
・
医
療
・
福
祉

　

郷
土
に
誇
り
を
持
ち
地
域
を
愛

せ
る
人
を
育
て
る
こ
と
は
、
行
政

の
最
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
で
す
。

教
育
文
化

⑴
農
林
畜
産
業

　

地
域
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、

稲
作
、
花
卉
、
畜
産
、
山
菜
に
新

た
な
戦
略
作
物
も
加
え
た
農
業
経

営
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
が
沸
き

起
こ
り
、
反
対
の
意
思
表
示
を
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
日
本
の

農
山
村
の
崩
壊
に
結
び
つ
く
問
題

で
、
危
機
的
な
状
況
下
に
あ
り
ま

す
が
、
ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
も

優
良
農
地
を
確
保
し
生
産
性
を
上

げ
、
加
工
や
販
売
、
観
光
と
連
携

し
た
６
次
産
業
化
を
手
が
け
て
い

産
業
振
興

生
活
基
盤

　

町
が
出
資
す
る
第
３
セ
ク
タ
ー

の
経
営
改
革
と
町
の
産
業
振
興
の

あ
り
方
に
つ
い
て
指
導
と
助
言
を

い
た
だ
く
た
め
、
地
域
振
興
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
会
議
を
設
置
し
て
専
門

家
の
意
見
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。

町
と
し
て
も
そ
の
方
向
性
に
沿
っ

た
形
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
統

合
作
業
に
着
手
し
て
い
き
ま
す
。

　

高
齢
化
の
進
む
本
町
の
交
通
手

段
の
確
保
を
図
り
ま
す
。
路
線
バ

ス
の
運
行
確
保
と
利
用
促
進
、
行

政
バ
ス
も
含
め
た
運
行
形
態
を
検

討
し
効
率
的
で
利
用
し
や
す
い
バ

ス
交
通
体
制
を
は
か
り
、
公
共
交

通
空
白
地
帯
の
解
消
を
図
る
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

　

地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
つ
い

て
は
、
中
継
局
や
共
同
受
信
施
設

は
お
お
む
ね
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

ま
だ
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の

テ
レ
ビ
を
設
置
し
て
い
な
い
家
庭

も
多
く
、
電
波
が
切
り
替
わ
っ
た

際
に
新
た
な
難
視
聴
世
帯
な
ど
が

発
生
し
た
場
合
、
電
波
調
査
や
高

性
能
の
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
等
の
対

応
を
し
ま
す
。

生
活
環
境

　

埋
め
立
て
の
終
了
し
て
い
る
一

般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
を
適
正
に

閉
鎖
す
る
た
め
の
閉
鎖
工
事
や
、

環
境
変
化
を
監
視
す
る
た
め
に
処

分
場
浸
出
水
の
水
質
検
査
を
実
施

し
ま
す
。
火
葬
場
の
建
設
に
つ
い

て
も
、
早
期
に
供
せ
る
よ
う
準
備

を
進
め
ま
す
。

第
三
セ
ク
タ
ー
改
革
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教
育
方
針

教
育
委
員
長　

深
澤
武
志

化
的
で
潤
い
の
あ
る
生
活
の
一
助

と
す
る
た
め
、
演
劇
や
邦
楽
な
ど

を
鑑
賞
す
る
機
会
の
提
供
に
努
め

る
と
と
も
に
、
芸
術
文
化
団
体
と

連
携
し
な
が
ら
町
民
文
化
祭
を
は

じ
め
と
し
た
発
表
の
機
会
を
設
け

て
い
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興

　

ス
ポ
ー
ツ
は
夢
と
感
動
を
与
え

る
も
の
で
あ
り
、
特
に
も
２
月
に

行
わ
れ
た
第
48
回
全
国
中
学
校
ス

キ
ー
大
会
で
は
、
沢
内
中
学
校
３

年
の
田
中
ゆ
か
り
選
手
が
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
フ
リ
ー
で
全
国
優
勝

と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

こ
の
全
国
大
会
に
は
沢
内
中
学
校

か
ら
他
の
選
手
も
参
加
し
て
お
り
、

本
町
生
徒
の
全
国
レ
ベ
ル
の
活
躍

は
、
町
民
に
と
っ
て
明
る
い
ニ
ュ

ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
民
だ
れ
も
が
気
軽
に

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
活
動
す
る
こ

と
は
、
健
康
で
活
力
あ
る
地
域
づ

く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。
関
係
機

関
と
協
議
し
、
町
民
総
参
加
の
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
の
開
催
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　

以
上
が
基
本
的
な
考
え
方
と
施

策
の
大
要
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に

は
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
夢
や
目

標
を
持
ち
、
そ
の
実
現
に
向
け
て

学
校
や
地
域
と
の
関
わ
り
の
中
で

得
ら
れ
る
経
験
、
仲
間
と
の
切
磋

琢
磨
を
通
し
て
、
学
ぶ
こ
と
の
大

切
さ
や
楽
し
さ
を
指
導
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
学
校
・

保
護
者
・
地
域
・
行
政
が
一
丸
と

な
っ
た
西
和
賀
教
育
の
推
進
に
全

力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

少
子
・
高
齢
化
と
い
わ
れ
る
社

会
に
あ
っ
て
も
、
心
豊
か
に
充
実

し
た
生
活
を
送
り
、
地
域
社
会
を

発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
、
教
育
の

果
た
す
役
割
は
極
め
て
重
要
な
こ

と
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
の
教
育
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
の
低

下
や
規
範
意
識
、
道
徳
心
の
低
下

な
ど
多
く
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
平
成
20

年
度
に
改
正
さ
れ
た
教
育
基
本
法

及
び
学
校
教
育
法
等
を
踏
ま
え
た

新
学
習
指
導
要
領
が
告
示
さ
れ
、

「
生
き
る
力
」
を
育
む
た
め
特
色

の
あ
る
教
育
の
取
り
組
み
が
学
校

に
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
教
育

の
現
状
に
お
け
る
諸
問
題
に
適
切

に
対
応
し
な
が
ら
、
社
会
の
変
化

や
文
化
の
進
展
に
対
応
す
る
教
育

を
実
現
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
、
教
育
行
政
全
般

に
わ
た
り
『
未
来
を
拓
き
、
地
域

を
愛
す
る
人
の
育
成
』
を
中
心
に

取
り
組
み
ま
す
。
特
に
も
今
年
度

開
校
す
る
湯
田
、
沢
内
小
学
校
に

関
し
て
は
、
児
童
及
び
保
護
者
、

地
域
住
民
の
願
い
や
思
い
を
踏
ま

え
た
学
校
経
営
を
支
援
し
ま
す
。

が
あ
り
ま
す
。
教
育
の
目
的
は

「
知
・
徳
・
体
」
の
調
和
の
取
れ

た
人
間
と
し
て
育
て
る
こ
と
。
知

識
や
学
力
形
成
に
と
ど
ま
ら
ず
、

社
会
に
生
き
て
い
く
た
め
の
基
礎

的
・
基
本
的
な
学
習
内
容
の
定
着

を
図
り
ま
す
。
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
及
び
学
習
定
着
度
状
況

調
査
、
町
独
自
の
学
力
調
査
・
知

能
検
査
な
ど
行
い
な
が
ら
結
果
を

分
析
し
、
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り

に
応
じ
た
指
導
を
し
ま
す
。
社
会

の
一
員
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
い
く
た
め
の
意
義
を
理
解
さ
せ

る
道
徳
教
育
、
福
祉
教
育
、
特
別

活
動
、
生
徒
指
導
、
情
報
モ
ラ
ル

指
導
の
充
実
を
図
る
た
め
、
地
域

人
材
の
活
用
、
地
域
連
携
で
の
学

習
機
会
を
設
定
し
ま
す
。

小
学
校
統
合

　

今
年
４
月
か
ら
、
町
立
小
学
校

７
校
が
湯
田
小
学
校
、
沢
内
小
学

校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
各

小
学
校
は
こ
れ
ま
で
地
域
の
皆
さ

ん
に
支
え
ら
れ
伝
統
を
築
い
て
き

ま
し
た
。
新
校
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
地

域
の
特
色
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る

学
校
・
校
風
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

ま
た
子
ど
も
た
ち
が
不
安
な
く
学

校
生
活
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
た
だ

け
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

こ
れ
ら
を
早
期
に
実
現
す
る
た
め

に
学
校
の
み
な
ら
ず
、
家
庭
・
地

域
と
の
連
携
が
一
層
大
事
な
こ
と

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

西
和
賀
高
校
存
続

　

岩
手
県
教
育
委
員
会
は
、
県
立

高
校
の
次
期
再
編
計
画
の
「
今
後

の
高
校
教
育
の
基
本
的
方
向
」
案

を
示
し
、
今
後
、
お
お
む
ね
10
年

間
を
見
据
え
た
「
第
２
次
県
立
高

等
学
校
整
備
計
画
」
が
策
定
さ
れ

ま
す
が
、
先
の
県
立
高
校
入
試
の

出
願
状
況
で
は
２
学
級
80
人
の
定

員
に
対
し
、
志
願
者
数
は
55
人
と

い
う
状
況
で
、
地
域
に
根
ざ
し
地

域
が
必
要
と
す
る
高
校
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
志
願
者
が
減
少
し

て
お
り
検
証
、
対
策
を
講
じ
て
参

り
ま
す
。

生
涯
学
習

　

生
涯
学
習
は
「
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
学
び
た
い
こ
と
が
学
べ
る
」

こ
と
が
基
本
と
考
え
、
社
会
の
変

化
に
対
応
し
な
が
ら
、
学
習
内
容

や
時
間
、
場
所
を
学
ぶ
人
自
身
が

決
め
ら
れ
る
出
前
講
座
の
活
用
を

勧
め
る
と
と
も
に
、
町
民
大
学
講

座
、
ほ
の
ぼ
の
学
園
な
ど
町
民
誰

も
が
身
近
に
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る

よ
う
内
容
を
充
実
さ
せ
、
提
供
し

ま
す
。
地
域
の
歴
史
や
伝
統
文
化

を
学
び
、
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

む
地
元
学
な
ど
も
生
涯
学
習
の
重

要
な
事
業
で
あ
り
、
公
民
館
活
動

な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
引
き
続
き

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

教
育
振
興
運
動
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
教
育
力
を
高
め
る
た
め
各

小
学
校
単
位
で
活
動
し
て
き
ま
し

た
。
小
学
校
の
統
合
に
合
わ
せ
現

在
の
組
織
を
い
っ
た
ん
解
散
し
、

開
校
す
る
小
学
校
に
合
わ
せ
て
組

織
体
制
を
再
構
築
す
べ
く
準
備
を

進
め
て
お
り
、
新
し
い
事
業
を
導

入
し
た
支
援
体
制
も
検
討
し
て
い

ま
す
。

　

テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
を
通
じ
て
様
々
な
情
報
が
氾
濫

す
る
社
会
に
お
い
て
も
な
お
、
子

ど
も
た
ち
の
成
長
過
程
に
読
書
は

必
要
不
可
欠
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
幼
年
期
か
ら
読
書
の
楽

し
さ
を
覚
え
、
あ
る
い
は
本
に
接

す
る
機
会
を
設
け
る
た
め
、
新
生

児
を
持
つ
保
護
者
を
対
象
と
し
た

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
を
行
う
ほ

か
、
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
に
よ
る
学
校
で
の
読
み
聞
か
せ

へ
の
協
力
や
支
援
に
努
め
ま
す
。

芸
術
・
文
化
の
振
興

　

今
年
10
月
に
、
全
国
生
涯
学
習

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
岩

手
県
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

岩
手
県
実
行
委
員
会
で
は
、
盛
岡

市
で
全
体
会
を
開
催
す
る
ほ
か
県

内
７
会
場
で
分
科
会
を
開
催
す
る

計
画
で
、
本
町
の
銀
河
ホ
ー
ル
に

「
演
劇
に
よ
る
町
づ
く
り
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
分
科
会
が
設
置
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
町
の

多
様
な
取
り
組
み
を
全
国
に
知
っ

て
い
た
だ
く
機
会
と
捉
え
、
全
力

で
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
11
月
の
発
表
を
予
定

し
て
い
る
町
民
劇
場
に
つ
い
て
は

台
本
が
完
成
し
、
遅
く
と
も
６
月

に
は
稽
古
に
入
る
計
画
で
す
。
た

だ
単
に
舞
台
を
成
功
さ
せ
て
終
わ

る
の
で
は
な
く
、
多
く
の
町
民
が

関
わ
り
充
実
感
や
達
成
感
を
味
わ

い
、
西
和
賀
町
民
と
し
て
誇
り
と

自
信
を
持
つ
機
会
と
す
る
こ
と
が

町
民
劇
場
の
目
指
す
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
心
の
豊
か
さ
や
文

３月議会初日に町長と教育委員長がそれぞれ新年度 教
育
方
針
要
旨

　

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境

が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
中
、
本

町
で
は
特
に
生
徒
指
導
上
の
問
題

も
な
く
素
直
な
子
ど
も
た
ち
で
は

あ
り
ま
す
が
、
自
立
性
や
生
き
て

い
く
た
め
の
生
活
力
自
体
の
課
題

学
校
教
育
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さ
よ
う
な
ら
！
あ
り
が
と
う
！

　
　

町
内
全
小
学
校
が
閉
校

　

３
月
19
日
か
ら
21
日
に
か
け
、
七
校
の
町
立

小
学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
閉
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

在
校
生
や
卒
業
生
、
先
輩
方
や
多
く
の
地
区
住

民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
に
集
ま
り
、
母
校
と
の

別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
小
学
校
は
長
い
歴
史
に
幕
を
下

ろ
し
、
４
月
か
ら
は
『
湯
田
小
学
校
』
『
沢
内

小
学
校
』
が
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
受
け
継
ぎ
、

今
後
の
子
ど
も
た
ち
の
小
学
校
生
活
を
飾
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

伝
統
の
校
旗
を
返
納

　

閉
校
式
で
は
、
児
童
が
長
い
年
月
の
間
受
け

継
い
で
き
た
『
校
旗
』
の
返
納
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
児
童
代
表
が
校
旗
を
取
っ
て
校
長
先
生
に

手
渡
し
、
校
長
先
生
が
教
育
長
に
校
旗
を
返
納

し
ま
し
た
。

校
歌
を
斉
唱

　

式
の
最
後
に
は
、
参
加
者
全
員
が
校
歌
を
斉

唱
。
校
旗
と
と
も
に
小
学
校
の
歴
史
を
見
守
っ

て
き
た
校
歌
の
斉
唱
に
、
涙
ぐ
む
参
加
者
の
姿

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

※

卒
業
生
は
概
算
人
数
で
す
。

越中畑小学校（明治7年～136年・卒業生900人）3/19

猿橋小学校（明治9年～134年･卒業生3000人）3/19 湯本小学校（明治6年～137年･卒業生4500人）3/19

児童代表して挨拶する小田島陽和さん

校旗は小田島祐真くんから佐々木勝広校長へ

校歌を刻んだ記念碑は永遠に（11月23日）

校旗は中村航大くんから角館まり子校長へ

あんべ光俊さんを囲むふれあいコンサート（11月23日）

校旗は高橋大輝くんから小原千栄子校長へ
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川尻小学校（明治20年～123年・卒業生3000人）3/20沢内第一小学校（昭和37年～49年・卒業生1600人）3/20

雨の中記念碑の除幕式が行われました（10月28日）

校旗は高橋優明さんから藤原哲嗣校長へ

児童代表して挨拶する高橋菜奈さん

校旗は早川卓杜くんから小原俊子校長へ

「新しい１歩を踏み出します」と全校で呼びかけ

校旗は佐藤美姫さんから菅野稔校長へ

貝沢小学校（昭和28年～58年・卒業生460人）3/21

呼びかけと歌で思い出を回想

校旗は久保真輝くんから小笠原京子校長へ

川舟小学校（明治8年～135年・卒業生2900人）3/21
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新
生・湯
田
小
学
校・沢
内
小
学
校
が
開
校

　

４
月
７
日
に
湯
田
小
学
校
（
佐
々
木
勝
広
校
長
）
・
沢
内
小
学
校
（
小
笠
原
京
子

校
長
）
で
開
校
式
が
行
わ
れ
、
校
史
に
新
た
な
１
ペ
ー
ジ
が
記
さ
れ
ま
し
た
。
両
校

の
児
童
数
は
湯
田
小
学
校
・
沢
内
小
学
校
と
も
に
１
２
２
人
ず
つ
と
な
り
、
希
望
に

満
ち
溢
れ
る
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
か
ら
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

佐
々
木
勝
広
校
長
は
「
皆
様
の
熱
く
、
広

く
、
深
い
思
い
を
忘
れ
ず
、
全
身
全
霊
を
傾

け
湯
田
小
学
校
の
新
た
な
歴
史
の
礎
を
築
い

て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

新
し
い
校
旗
も
お
披
露
目
さ
れ
、
野
中
孝

勇
教
育
長
か
ら
学
校
長
へ
、
学
校
長
か
ら
児

童
代
表
の
高
橋
捷
之
君
（
小
繋
沢
）
へ
と
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
校
児
童
を
代
表
し
て
、
金
森
桜

子
さ
ん
（
越
中
畑
）
が
「
地
域
の
先
輩
方
に

負
け
な
い
よ
う
、
結
い
っ
こ
の
こ
こ
ろ
を
持

っ
て
湯
田
小
学
校
の
新
し
い
よ
き
伝
統
を
み

ん
な
で
築
い
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

湯
田
小
学
校

　

午
前
10
時
30
分
か
ら
、
同
校
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

小
笠
原
京
子
校
長
は
「
今
ま
で
そ
れ
ぞ
れ

の
学
校
で
培
っ
て
き
た
も
の
、
目
標
に
し
て

き
た
も
の
を
大
切
に
し
、
学
級
の
友
達
や
学

校
の
中
で
出
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
こ

と
が
み
ん
な
に
広
が
り
積
み
重
な
る
こ
と
で
、

沢
内
小
学
校
の
新
し
い
校
風
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
沢
内
小
学
校
の
一
人
と
し
て
誇
り

を
も
っ
て
登
校
し
て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
児

童
へ
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
校
旗
は
小
笠
原
校
長
か
ら
児
童
代

表
の
深
澤
柊
也
君
（
猿
橋
）
へ
手
渡
さ
れ
、

高
橋
翔
君
（
前
郷
）
が
「
新
し
い
友
達
と
手

を
取
り
合
っ
て
伝
統
を
築
い
て
い
き
た
い
」

と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

沢
内
小
学
校

小
学
校
は
44
人

佐々木校長から校旗を受取る高橋君

小笠原校長から校旗を受取る深澤君

希
望
あ
る
未
来
へ

と
も
に
学
ぶ
仲
間
と
の
出
会
い

入
学
お
め
で
と
う

　

４
月
８
日
に
湯
田
、
沢
内
小
学
校
の
記
念

す
べ
き
第
１
回
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
日
の
地
震
の
影
響
で
停
電
が
続
い
て
い
る

中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
44
人
の
新
入
生
は

夢
と
希
望
を
胸
に
式
に
臨
み
ま
し
た
。

　

湯
田
小
学
校
で
は
佐
々
木
勝
広
校
長
が

「
楽
し
い
学
校
に
す
る
た
め
に
３
つ
の
約
束

を
し
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
、
子
ど
も
た
ち

と
ゆ
び
き
り
を
し
て
確
認
し
ま
し
た
。
新
入

生
を
代
表
し
て
、
藤
島
凛
太
君
（
川
尻
）
と

細
川
里
緒
さ
ん
（
野
々
宿
）
が
ノ
ー
ト
な
ど

の
記
念
品
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
沢
内
小
学
校
で
は
６
年
生
が
ア
ー

チ
を
つ
く
り
新
入
生
を
歓
迎
し
ま
し
た
。
緊

張
し
な
が
ら
も
入
学
で
き
る
喜
び
が
顔
い
っ

ぱ
い
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
髙
橋
玲

華
さ
ん
（
川
舟
）
は
「
勉
強
を
が
ん
ば
り
た

い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

中
学
校
は
54
人

　

中
学
校
の
入
学
式
は
４
月
６
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

湯
田
中
学
校
で
は
21
人
が
入
学
し
ま
し
た
。

新
入
生
を
代
表
し
、
高
橋
華
苗
さ
ん（
大
沓
）

が
「
不
安
と
期
待
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
し
か

し
、
先
生
の
教
え
を
し
っ
か
り
と
受
け
と
め
、

先
輩
の
皆
さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
が
ん
ば
っ

て
い
き
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。

西
和
賀
高
校

　

入
学
式
は
４
月
15
日
に
行
わ
れ
、
62
人
が

入
学
し
ま
し
た
。

１年　２０人
２年　　９人
３年　１９人
４年　２３人
５年　２５人
６年　２６人
合計１２２人

町内の小学校児童数と中学校・高校の生徒数
（平成23年4月1日現在　総務課調べ）

湯田小 沢内小
１年　２１人
２年　１６人
３年　２２人
合計　５９人

湯田中
１年　６２人
２年　７１人
３年　６９人
合計２０２人

西和賀高

１年　３３人
２年　２２人
３年　３０人
合計　８５人

沢内中
沢内小学校入学式

湯田小学校入学式

新
し
い
歴
史
の
は
じ
ま
り

１年　２４人
２年　１５人
３年　２５人
４年　１９人
５年　２０人
６年　１９人
合計１２２人

か
つ
ゆ
き

し
ゅ
う
や
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激震 東日本大震災
復興に向けて今こそ心ひとつに

　3月11日午後2時46分頃に三陸沖を震源として発生した「東日本大震災」は、日本各地に甚大な被害をもたらしまし
た。この地震による被害は、地震そのものの被害に加え、東北地方太平洋沿岸に襲来した津波、火災、原子力発電所事
故など、死者・行方不明者の数が合わせて2万8000人を超えており（4月13日現在）、日本災害史に残る大惨事となり
ました。
　西和賀町では、震度4の強い揺れを観測し、地震発生直後から翌日夜にかけて町内全域が停電。また、その影響で水
道水の断水や水圧低下が発生しました。町では、地震発生直後の午後3時に副町長を本部長とする「西和賀町地震警戒
本部」を設置し、町内パトロールなどの被害状況調査を開始すると同時に、単身高齢者世帯の安否と小中学生の帰宅状
況を調査し全員が無事であることを確認しました。
　町内では、この地震により施設に損害を受けた企業（小繋沢地区）があったほか、地震の翌日に湯本地区で建物火災
が発生しています。

3月
11日【地震発生】西和賀町（震度4）同時に町内全域が停電
　　・西和賀町地震災害警戒本部設置（15:00）
　　・町内被害情報の収集開始
　　・単身高齢者の安否と小中学生の帰宅状況を確認
　　・越中畑・草井沢・両沢・安ヶ沢で断水発生
12日・湯本地区・湯田地区で、水圧低下または断水が発生
　　・給水活動を開始
　　・湯本地区で住宅火災発生
　　・町内全域で停電復旧（22:10）
　　・食料品や日用品、燃料の入手が困難に
13日・給水活動終了
　　・警戒本部体制の縮小を決定し、被災地支援を検討
14日・燃料不足対策として公用車使用抑制、乗合通勤励行
　　・義援金窓口を開設（町民課）
17日・保健師を被災地に派遣開始
　　・被災地からの火葬受入を開始
22日・東日本大震災西和賀町支援対策本部を設置（11:00）
23日・被災地情報収集活動（副町長、町職員3人が大槌町へ）
25日・大槌町吉里吉里地区の被災者向けに入浴サービスを提供。シャ
　　　トルバスを用意し、31日まで毎日１往復運行

4月
4日・陸前高田市から51人の被災者を「ホテル対滝閣」に受入れ（現
　　　在52人）
　　・受入者に対し、メディカルチェック等を含めた相談業務を開始
7日【地震発生】西和賀町（震度4）同時に町内全域が停電
　　・越中畑・草井沢・両沢・安ヶ沢で断水発生
8日・湯本地区・湯田地区で、水圧低下または断水が発生
　　・給水活動を開始
　　・町内全域で停電復旧（19:15）
9日・給水活動終了

電力供給がひっ迫している地域では、計画停電などで積極的な節電が呼びかけられています。
町民の皆様におかれましても、節電のご協力をお願いします。

■ 町の災害対応・支援状況

■ 支援物資を大槌町に届けました。
　企業・団体・個人からの支援物資を被災地に直接お届けしました。
　お米400kg、お菓子各種、マスク50箱、児童用ジャージ上下150着、下着類1000着、長靴、日用品等
　皆様からの温かいご支援ありがとうございました。

■ 東日本大震災義援金受付額　2,279,095円（4月15日現在）
　日本赤十字社岩手県支部西和賀町分区では、東日本大震災の被災地に
対する義援金を受け付けています。４月15日現在の受付額は2,279,095円
となっています。
　このうち、３月29日には「沢内第一小学校を讃える会」「貝沢小学校
閉校記念実行委員会思い出を語る会」の皆様が来庁し、被害を受けられ
ました地域の一日も早い復興を願い、西和賀町分区長（西和賀町長）へ
義援金が届けられました。
　皆様から頂いた温かいご支援は、日本赤十字社を通じて被災地の方々
に届けられます。誠にありがとうございました。

■ 節電のご協力をお願いします。

■ 被災地支援に町の温泉も活用
　町では、被害が甚大な沿岸の被災地及び
被災者支援を進めるべく、3月22日午前11
時、町長を本部長とする「東日本大震災西
和賀町支援対策本部」を設置、被災地に対
し西和賀町としてできうる限りの支援を続
けることを決めました。
　対策本部設置の翌日には被災地に職員を
派遣し現地調整を行ったうえで、高齢者や
子供を中心にバスで町内温泉に送迎して入
浴していただくサービスを提供しました。
　今後も、被災地へ温泉を配達する入浴サー
ビスなど、温泉地の利点を生かした支援を
検討し提供していくことにしています。

■ 大槌町吉里吉里地区より
　 温泉入浴支援に対して
　 メッセージが届いています。
「西和賀町のみなさま」  
　このたびのご支援ありがとうございま
す。このことは、自分の子供・孫達へ、
しっかり語り継いでいくことを約束しま
す。  
　大津波が多くの命・財産そして集落を
一瞬のうちに奪い去りました。しかし吉
里吉里の海には何の責任もありません。
吉里吉里の先人達がそうであったように
私達はこれからも海のそばで暮らしてい
きます。  
　豊かな海の恵みを授かりながら生きて
いきます。私は今でも吉里吉里の海が大
好きです。  
　豊かな残雪に抱かれた西和賀の町を、
そしてそこに暮らす人達のことを私は一
生忘れません。 
2011年3月30日
　　吉里吉里地区災害対策本部副本部長
　　　　　　　　　　　　　芳賀　正彦

問い合わせ先　総務課・管財・防災グループ ☎82‒3281
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行政区長と地域担当職員の紹介
　町では、行政と地域が対等な立場で責任を共有し、役割を明確にしながらまちづくりを進めていく地域自治活動支援
事業を行っています。この事業は「地域づくり活動支援交付金制度」と「地域担当職員制度」の２つを柱として、地域
ごとに異なる課題を人的・資金的な面から支援することにしています。
　行政区長が変わった地区や、４月の職員の人事異動にともない地域担当職員も変わりましたのでお知らせします。

問い合わせ先／総務課緯82-3281

担当職員名
区長名世帯数人口行政区

副担当主 担 当

藤 田 美 知 樹農  林  課畠 山 幸 雄政 策 推 進 室広　瀬　　　勉86289貝沢区

吉 田 博 樹総  務  課髙 橋 三 智 昭町  民  課藤　原　輝　夫70247若畑区

吉 田 祐 康農  林  課髙 橋 松 夫農 業 委 員 会髙　橋　定　雄166481川舟区

新 田 由 香 里総  務  課加 藤 真 喜 子政 策 推 進 室高　橋　久　男78264長瀬野区

髙 橋　 毅建  設  課髙 橋 か の 子医 療 保 険 室田　中　正　彦76223泉沢区

髙 橋 光 世生 涯 学 習 課佐 々 木　 一病 院 事 務 室高　橋　幸　一32122弁天区

皆 方　 博町  民  課髙 橋 智 昭総  務  課佐々木　　　博84241猿橋区

深 澤 早 苗医 療 保 険 室深 澤 千 里医 療 保 険 室照　井　國　雄214450太田区

東　 清 彦総  務  課髙 橋　 肇観 光 商 工 課刈　田　昭　一35119鍵飯区

内 記 和 彦農  林  課内 記　 忠税 務 会 計 課高　橋　正　信97370前郷区

北 島 克 人農  林  課為 田 美 代 子観 光 商 工 課佐　藤　政　信143450新町区

泉 川 真 澄保 健 福 祉 課泉 川 道 浩農  林  課石　川　嘉　久52172大野区

内 記 良 伸観 光 商 工 課内 記 博 悦農  林  課羽　柴　盛　人46166東大野区

宇 都 宮 清 美総  務  課髙 橋 文 一町  民  課熊　沢　一　郎45136左草区

髙 橋 千 賀 子農  林  課佐 藤 幸 弘総  務  課髙　橋　猛　雄36131下前区

佐 藤 里 美 子保 健 福 祉 課柏 崎 繁 美農 委 事 務 局高　橋　信　廣200596湯田区

小 林 英 介議 会 事 務 局藤 原 利 雄議 会 事 務 局家　子　勝　也230427湯本区

髙 橋 留 美 子保 健 福 祉 課刈 田 哲 彦保 健 福 祉 課髙　橋　利　美43132槻沢区

髙 橋 茂 和学  務  課髙 橋　 達生 涯 学 習 課佐々木　忠　平57163湯之沢区

藤 島　 和町  民  課泉　 恵 子生 涯 学 習 課刈　田　　　彬110228川尻一区

小 松 重 貴税 務 会 計 課東 海 林 智 義農  林  課高　橋　　　成170432川尻二区

真 壁 一 男建  設  課米 沢 典 子税 務 会 計 課石　川　　　洵144327上野々区

小 田 島 満 成観 光 商 工 課髙 橋　 巧建  設  課高　橋　芳　勝55138耳取区

中 野 真 理包括支援センター髙 橋 弘 務建  設  課小田島　　　薫1221草井沢区

柳 沢 里 美生 涯 学 習 課小 林 雅 彦病 院 事 務 室照　井　廣　男1018鷲之巣区

藤 原 ま ゆ 子医 療 保 険 室髙 鷹　 仁観 光 商 工 課高　橋　勝　宏44128湯川区

佐 藤 太 郎税 務 会 計 課菅 原 利 明総  務  課高　橋　徳　幸44116小繋沢区

髙 橋 和 哉総  務  課菊 池 一 治観 光 商 工 課伊　藤　清　見42118越中畑区

髙 橋　 寛医 療 保 険 室菅 原 久 美 子町  民  課高　橋　克　己52147白木野区

菊 池 輝 昌農  林  課小 原 茂 喜学  務  課高　橋　　　弘34102野々宿区

照 井　 哲学  務  課田 村 初 子税 務 会 計 課高　橋　　　修2572柳沢区

人口と世帯数は平成23年3月末現在です。（単位：人）【総務課調べ】2,5327,026合　計

【敬称略】
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ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
を

　
　
　
　

つ
く
る
会
の
活
動
報
告
⑰

■
問
い
合
わ
せ
先
／
政
策
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
82

－

3
2
8
4

▲高橋代表から町長へ条例素案が手渡されました

◆
第
28
回　

全
体
会

日
時
／
2
月
22
日
午
後
6
時
30
分
か
ら

会
場
／
役
場
湯
田
庁
舎

　

運
営
委
員
会
の
案
を
基
に
協
議
し
、
条
例

の
形
式
に
調
整
し
た
素
案
を
、
つ
く
る
会
の

最
終
案
と
す
る
こ
と
と
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

◆
第
29
回　

全
体
会

日
時
／
3
月
25
日
午
後
6
時
30
分
か
ら

会
場
／
役
場
湯
田
庁
舎

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
出
さ
れ
た
意
見

を
検
討
し
た
結
果
、
条
例
素
案
は
ほ
ぼ
修
正

な
し
で
確
認
し
、
細
井
町
長
に
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
今
後
の
検
討
は
行
政

側
が
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ま
ち
づ
く

り
基
本
条
例
を
つ
く
る
会
は
必
要
に
応
じ
て

町
と
意
見
交
換
す
る
な
ど
、
条
例
案
が
議
決

さ
れ
て
施
行
さ
れ
る
ま
で
活
動
を
続
け
て
い

く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
運
用
に

当
た
っ
て
は
、
住
民
投
票
条
例
な
ど
関
連
条

例
の
制
定
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
町
で

は
今
後
そ
れ
ら
の
条
例
案
の
検
討
も
併
せ
て

行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

◆
今
後
の
流
れ

①
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
議
決

②
住
民
投
票
条
例
等
関
連
条
例
議
決

③
各
条
例
施
行

〔
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
結
果
〕

　

素
案
に
対
し
て
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見

と
、
こ
れ
に
対
す
る
会
の
考
え
方
は
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

土
地
・
家
屋
価
格
等
帳
簿
の

　
　
　
　
　
　
　
　

縦
覧
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
の
評
価
は
、
総
務
大
臣
が
定

め
た
固
定
資
産
評
価
基
準
に
基
づ
い
て

行
わ
れ
、
町
長
が
そ
の
評
価
を
決
定
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

決
定
し
た
価
格
等
は
固
定
資
産
課
税

台
帳
に
登
録
さ
れ
ま
す
。
こ
の
登
録
さ

れ
た
価
格
に
つ
い
て
、
固
定
資
産
税
（
土

地
・
家
屋
）
の
納
税
者
が
、
そ
の
価
格
が

適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
、
他
の
土
地
・
家

屋
と
比
較
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
該

当
区
で
課
税
さ
れ
る
土
地
（
家
屋
）
の
価

格
な
ど
が
記
載
さ
れ
た
土
地
（
家
屋
）
価

格
等
縦
覧
帳
簿
を
ご
覧
に
な
る
こ
と
を

縦
覧
と
い
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
お
け
る
町
内
の
土
地
・

２３

家
屋
価
格
な
ど
の
縦
覧
は
次
の
日
程
で

実
施
し
て
お
り
ま
す
。　

詳
し
く
は
、
税

務
会
計
課
固
定
資
産
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
縦
覧
で
き
る
人

　

固
定
資
産
（
土
地
、
家
屋
）
の
納
税
者

ま
た
は
、
そ
の
委
任
を
受
け
て
い
る
人

●
縦
覧
期
間

　

平
成　

年
４
月
１
日
〜
５
月　

日
（
土
、

２３

３１

日
、
休
日
除
く
）

縦
覧
場
所

　

湯
田
庁
舎
（
税
務
会
計
課
）
ま
た
は
沢

内
庁
舎
（
町
民
課
）

●
縦
覧
時
に
お
持
ち
い
た
だ
く
書
類

　

本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
等
ま
た
は
、

納
税
通
知
書
な
ど
）

平
成　

年
度
の
税
金
納
期

２３

　

各
税
の
納
付
に
は
便
利
な
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
す
で
に
口

座
振
替
を
申
し
込
ん
で
い
る
人
は
、
残
高

不
足
で
の
振
替
不
納
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
そ
の
場
合
は
、
再
振
替
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
振
替
不
納
通
知
が
届
い
た
場
合

に
は
、
同
封
の
納
付
書
で
す
み
や
か
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

■
問
い
合
わ
せ
先
／
税
務
会
計
課
・

　

課
税
窓
口
グ
ル
ー
プ
緯　

―
３
２
８
２

８２

税
務
会
計
課
か
ら
の

　
　
　
　

お
知
ら
せ
で
す

国民健康保険税
介護保険料（普通徴収）
後期高齢者医療保険料

軽自動車税固定資産税町・県民税

全期（５月３１日）全期・１期（５月３１日）５月
全期・１期（６月３０日）６月

１期（８月１日）２期（８月１日）７月
２期（８月３１日）２期（８月３１日）８月
３期（９月３０日）９月
４期（１０月３１日）３期（１０月３１日）１０月
５期（１１月３０日）１１月
６期（１２月２６日）３期（１２月２６日）１２月
７期（１月３１日）４期（１月３１日）１月
８期（２月２９日）４期（２月２９日）２月

［納付書の配布］○固定資産税・軽自動車税……５月　　○町・県民税……６月
　　　　　　　　○国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料…７月
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岩
手
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

か
ら
提
供
さ
れ
た
「
い
わ
て
国
保
の
実
態

（
平
成　

年
度
版
）」
を
み
る
と
、
西
和
賀

２１

町
の
国
保
の
一
般
被
保
険
者
受
診
率
は

１
１
５
３
・
１
％
と
県
下
で
最
も
高
く
、

県
内
の
市
町
村
平
均
９
６
７
・
７
％
を
１

８
５
・
４
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
ま
す
。

一
般
被
保
険
者
一
人
当
た
り
診
療
費
は

２
６
万
７
千
６
４
７
円
で
県
下
第
二
位

で
市
町
村
平
均
２
１
万
８
千
４
１
４
円

よ
り
４
万
９
千
２
３
３
円
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
医
療
費
を
押
し
上
げ
て
い
る

高
額
療
養
費
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　

町
で
は
、
平
成　

年
度
（
平
成　

年
３

２１

２１

月
～
平
成　

年
２
月
診
療
）
分
の
高
額
療

２２

養
費
の
集
計
と
分
析
を
行
い
ま
し
た
。

　

疾
病
分
類
で
費
用
額
が
高
い
の
は
新

生
物
（
が
ん
）、
精
神
及
び
行
動
の
障
害
、

循
環
器
系
の
疾
患
、
筋
骨
格
系
及
び
結
合

組
織
の
疾
患
の
４
疾
患
で
す
。

　

年
齢
別
の
医
療
費
の
状
況
は
、　

～　
５５

５９

歳
が
総
費
用
額
３
億
３
６
６
万
円
の　
・　
１０
６２

％
に
あ
た
る
３
２
２
３
万
円
、　

～　

歳

６０

６４

で
は　

・　

％
で
７
４
３
７
万
円
、　

～

２４

４９

６５

　

歳
で
は　

・　

％
で
４
１
９
１
万
円
、

６９

１３

８０

　

～　

歳
で
は　

・　

％
で
９
６
６
９
万

７０

７４

３１

８４

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
高
額
療
養
費
の
集
計
か
ら

　

見
え
て
く
る
も
の

　

新
生
物
と
循
環
器
系
の
疾
患
は
、　

～
４５

　

歳
か
ら
費
用
額
が
発
生
し
て
い
る
こ

４９と
か
ら
、
そ
れ
以
前
の
発
病
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
の
た
め
、
町
で
は
若
い
う
ち
か

ら
の
各
種
が
ん
検
診
、
循
環
器
検
診
へ
の

受
診
を
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

腎
尿
路
生
殖
器
系
の
疾
患
で
は
、
費
用

額
の
殆
ど
が
腎
不
全
で　

～　

歳
か
ら

30

34

費
用
額
が
発
生
し
て
お
り
、　

％
以
上
が

85

男
性
と
な
っ
て
い
ま
す
。
腎
不
全
は
糖

尿
病
が
悪
化
し
人
工
透
析
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
若
い
う
ち

か
ら
糖
尿
病
予
防
に
関
す
る
健
康
教
育

が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
取
り
上
げ
た
高
額
療
養
費
を
抑

え
る
第
一
歩
と
し
て
、
定
期
的
な
健
康
診

断
を
受
診
し
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に

努
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら
西
和
賀
町
国
民
健

２０

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る　

歳
以
上　

４０

７５

歳
未
満
の
皆
さ
ん
に
は
、
年
１
回
の
定
期

検
診
と
し
て
特
定
健
康
診
査
を
受
診
す

る
よ
う
に
ご
案
内
を
し
て
お
り
、
今
年
度

も
同
様
に
特
定
健
康
診
査
を
行
い
ま
す
。

　

例
年
通
り
各
地
区
の
公
民
館
を
検
診

車
で
巡
回
す
る
予
定
を
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
も
昨
年
度
同
様
に
人
間

ド
ッ
ク
補
助
金
も
実
施
予
定
と
し
て
い

ま
す
の
で
、
来
月
号
の
広
報
誌
で
再
度
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◆平成２１年度　疾病分類ごとの高額療養費
割　合費用額疾病分類
２３.３８％７１,０１１千円新生物
１８.４５％５６,０４０千円精神及び行動の障害
１７.９４％５４,４６８千円循環器系の疾患
１１.２５％３４,１７２千円筋骨格系及び結合組織の疾患
５.４０％１６,４１１千円腎尿路生殖器系の疾患
２３.５８％７１,５６１千円その他
１００.００％３０３,６６３千円合計

【新生物】肝臓がん、結腸がん、肺がんなど
【精神及び行動の障害】統合失調症など
【循環器系の疾患】脳梗塞、くも膜下出血など
【筋骨格系及び結合組織の疾患】関節症、炎症性多発性関節障害など
【腎尿路生殖器系の疾患】人工透析、腎不全など

新
生
物
が
第
一
位

医
療
費
分
析
報
告
①

国 保

　

■
問
い
合
わ
せ
先
／
医
療
保
険
室

　
　
　
　
　
　
　

緯　

―
３
４
１
４

８５

定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
診
し

早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
努
め

ま
し
ょ
う

【年齢別の高額療養費】

25‒29 30‒34 35‒39 40‒44 45‒49 55‒5950‒54 60‒64 65‒69 70‒7420‒240‒19

千円

年齢
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■問い合わせ先　保健福祉課　保健グループ　緯８５-３４１１

①麻しん風しん
　ここ数年来、麻疹(はしか)が関東地域を中心に全国的な規模で流行しています。このため、より強
固な免疫を獲得するために、乳幼児期に1回接種だった人に対し、平成20年度から5年間をかけて、
2回目の接種を行うことになっています。対象者は中学1年生と高校3年生相当年齢に該当する人で
す。（対象者には通知済です。）接種期限（平成24年３月31日）を過ぎると接種料金が自己負担とな
りますので、できるだけ早めに接種を受けるようにしてください。

③子宮頸がんワクチン・ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン
～～　今年度、これらの予防接種に対する助成がスタートします。～～

◆子宮頸がんワクチン：子宮頸がんの原因となる発がん性ヒトパピローマウイルスの感染を予防する
ためのワクチンです。このワクチンにより子宮頸がんのおよそ70％を予防することができるとい
われています。（ワクチン接種後も定期的な検診受診が必要です。)十分な効果を得るためには、3
回の接種が必要です。対象者は、中学1年生～高校1年生です。
　（注）現在、ワクチンの供給不足が発生し、厚生労働省から、当分の間初回接種者への接種を差し控
える旨の事務連絡がありました。このことから、接種のご案内はワクチンの供給が安定したと判断
されるまで行いませんのでご了承ください。
◆ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン：脳を包む髄膜に細菌が侵入して炎症をおこす細菌性髄膜
炎を予防するワクチンです。ヒブワクチンと小児用肺炎球菌ワクチンを接種することで、細菌性髄
膜炎の約90％を予防できるといわれています。対象は2か月以上5歳未満です。ご案内は今月中に
行います。

（注）ヒブワクチン及び小児用肺炎球菌ワクチンは、ワクチン同時接種後の死亡例が複数報告されたこ
とを受けて、接種を一時的に見合わせていました。その後、専門家の会議で評価を行った結果、安全
性上の懸念はないとされたため4月1日から接種が再開されています。

○子宮頸がんワクチン・ヒブワクチン･小児用肺炎球菌ワクチンは、予防接種法に基づかない任意の予
防接種です。接種先については、お問い合わせ下さい。

各種予防接種のお知らせ

②日本脳炎
　日本脳炎予防接種は、ワクチンで重篤な副反応がでたことにより、平成17年5月から厚生労働省勧
告のもと、積極的な接種勧奨（個別通知等のご案内）を控えていました。その後、新しいワクチンが
開発され、平成22年4月から第1期初回の標準的な接種期間（3歳）に該当するお子さんに対して積
極的な接種勧奨が再開されることになりました。今年度は以下の皆さんに対して個別に通知します。
　　　　　　　　＊1期初回…平成20年3月1日～平成21年2月28日生
　　　　　　　　＊1期追加…平成22年度中に初回接種が終了した人
　　　　　　　　＊平成23年度の特例措置…平成13年4月2日～平成15年4月1日生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1期初回の不足分の接種についてご案内します。
※なお、上記以外のお子さんでも、日本脳炎の接種対象年齢（下記スケジュール参照）になっていれ
ば、1期の不足分について接種することができます。また、1期の接種が完了している9歳～13歳
未満のお子さんは、希望により、2期の定期接種が可能です。接種を希望される場合は、事前に保健
福祉課までご連絡ください。
◆日本脳炎予防接種の標準的な接種スケジュール・・・【1期】初回：3歳のときに6～28日の間隔
をあけて2回接種。追加：初回接種後おおむね1年の間隔をおいて1回接種。7歳6ヶ月まで対象
【2期】9歳～13歳未満で1回接種。
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諭
・
菊
池
耕（
猿

橋
小
学
校
）
▽
教
諭
・
山
下
克
司
（
猿
橋
小
学
校
）

▽
教
諭
・
伊
藤
収
（
猿
橋
小
学
校
）
▽
教
諭
・
牛
抱

あ
け
み（
川
舟
小
学
校
）
▽
教
諭
・
阿
部
み
ど
り（
貝

沢
小
学
校
）
▽
教
諭
・
坂
下
和
泉
（
貝
沢
小
学
校
）

▽
教
諭
・
吉
田
幸
哉
（
貝
沢
小
学
校
・
三
県
人
事
交

流
）
▽
栄
養
教
諭
・
小
澤
理
恵
（
猿
橋
小
学
校
）
▽

養
護
教
諭
・
小
山
佳
子
（
湯
本
小
学
校
）
▽
事
務
主

査
・
和
泉
重
勝
（
猿
橋
小
学
校
）

（
転
入
）

▽
教
諭
・
齋
藤
祐
（
北
上
市
立
和
賀
東
小
学
校
）

【
湯
田
小
学
校
】

（
配
置
換
）
町
内
異
動

▽
校
長
・
佐
々
木
勝
広
（
越
中
畑
小
学
校
長
）
▽
副

校
長
・
千
葉
真
児
（
湯
本
小
学
校
副
校
長
）
▽
教
諭

・
高
橋
伸
幸（
川
尻
小
学
校
）
▽
教
諭
・
遠
藤
公（
湯

本
小
学
校
）
▽
教
諭
・
高
橋
秀
和
（
湯
本
小
学
校
）

▽
教
諭
・
高
橋
郁
子
（
湯
本
小
学
校
）
▽
教
諭
・
高

【
沢
内
中
学
校
】

（
転
出
）

▽
校
長
・
小
松
太
（
遠
野
市
立
青
笹
中
学
校
校
長
）

▽
事
務
主
任
・
三
上
賢
二
（
北
上
市
立
飯
豊
中
学
校
）

（
転
入
）

▽
校
長
・
森
川
静
子
（
軽
米
町
立
笹
渡
中
学
校
副
校

長
）
▽
教
諭
・
佐
々
木
済
通
（
北
上
市
立
飯
豊
中
学

校
）
▽
事
務
主
査
・
平
賀
智
弥
（
北
上
市
立
北
上
北

中
学
校
）

（
配
置
換
）
町
内
異
動

▽
養
護
教
諭
・
高
橋
涼
子
（
川
尻
小
学
校
）

【
湯
田
中
学
校
】

（
転
出
）

▽
副
校
長
・
齋
藤
三
男
（
北
上
市
立
東
陵
中
学
校
副

校
長
）
▽
教
諭
・
高
橋
透
（
北
上
市
立
飯
豊
中
学
校
）

▽
教
諭
・
栗
谷
昭
博
（
北
上
市
立
南
中
学
校
）
▽
教

諭
・
菊
池
美
代
（
北
上
市
立
飯
豊
中
学
校
）
▽
養
護

教
諭
・
石
塚
美
紀
（
北
上
市
立
立
花
小
学
校
）
▽
事

務
主
査
・
片
方
純
子
（
北
上
市
立
和
賀
東
小
学
校
）

（
転
入
）

▽
副
校
長
・
土
井
祐
之
（
一
関
市
立
厳
美
中
学
校
副

校
長
）
▽
教
諭
・
臼
井
俊
二
（
北
上
市
立
南
中
学
校
）

▽
教
諭
・
酒
井
静
（
北
上
市
立
黒
沢
尻
東
小
学
校
）

▽
教
諭
・
高
橋
由
紀
子
（
北
上
市
立
江
釣
子
中
学
校
）

（
配
置
換
）
町
内
異
動

▽
教
諭
・
皆
方
敦
（
沢
内
中
学
校
）
▽
養
護
教
諭
・

深
沢
佳
世
子
（
沢
内
中
学
校
）

【
西
和
賀
高
校
】

（
転
出
）

▽
副
校
長
・
菅
原
善
致
（
水
沢
高
校
）
▽
講
師
・
平

野
健
（
花
巻
農
業
高
校
）
▽
主
査
・
加
藤
忠
（
一
関

清
明
支
援
学
校
）

（
転
入
）

▽
校
長
・
北
村
東
（
一
関
第
一
高
校
）
▽
副
校
長
・

熊
谷
渉（
盛
岡
第
二
高
校
）
▽
教
諭
・
五
十
嵐
誠（
新

採
用
）
▽
講
師
・
加
藤
み
ち
子
（
大
野
高
校
）
▽
講

師
・
市
川
久
敏
（
久
慈
市
立
長
内
中
学
校
）
▽
主
任

・
高
橋
英
俊
（
黒
沢
尻
工
業
高
校
）

（
退
職
）

▽
校
長
・
酒
井
孝
子
▽
教
諭
・
小
野
寺
一
恵
▽
ボ
イ

ラ
ー
技
士
兼
用
務
員
・
石
川
勧

【
中
央
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
西
和
賀
普
及
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
】

（
転
出
）

▽
主
任
農
業
普
及
員
・
佐
藤
喬
（
農
業
研
究
セ
ン
タ

ー
環
境
部
）
▽
主
任
農
業
普
及
員
・
及
川
美
佳
（
遠

野
普
及
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
）

（
転
入
）

▽
上
席
農
業
普
及
員
・
安
藤
義
一
（
中
央
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
）
▽
主
査
農
業
普
及
員
・
佐
藤
千
秋

（
大
船
渡
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

橋
尚
子
（
湯
本
小
学
校
）
▽
教
諭
・
熊
林
倫
子
（
湯

本
小
学
校
）
▽
教
諭
・
阿
部
倫
人
（
越
中
畑
小
学
校
）

▽
教
諭
・
岩
下
恵
子
（
越
中
畑
小
学
校
）
▽
教
諭
・

田
中
隆
冶
（
沢
内
第
一
小
学
校
）
▽
教
諭
・
小
原
明

子（
沢
内
第
一
小
学
校
）
▽
教
諭
・
大
内
智
佳
子（
猿

橋
小
学
校
）
▽
養
護
教
諭
・
有
馬
美
保
子
（
猿
橋
小

学
校
）
▽
事
務
主
査
・
高
橋
義
信
（
川
尻
小
学
校
）

【
旧
小
学
校
転
出
関
係
】
（　

）
は
勤
務
す
る
学
校
で
す
。

（
貝
沢
小
学
校
）

▽
副
校
長
・
甲
谷
清
隆
（
宮
古
市
立
田
老
第
一
中
学

校
副
校
長
）
▽
教
諭
・
鈴
木
薫
（
北
上
市
立
江
釣
子

小
学
校
）
▽
養
護
教
諭
・
熊
谷
隆
子
（
雫
石
町
立
西

根
小
学
校
）

（
川
舟
小
学
校
）

▽
校
長
・
菅
野
稔
（
遠
野
市
立
土
淵
中
学
校
長
）
▽

副
校
長
・
岩
崎
仁
志
（
遠
野
市
立
遠
野
小
学
校
副
校

長
）
▽
教
諭
・
鈴
木
た
ま
え
（
北
上
市
立
二
子
小
学

校
）
▽
養
護
教
諭
・
高
橋
幸
子
（
北
上
市
立
北
上
中

学
校
）

（
猿
橋
小
学
校
）

▽
校
長
・
角
館
ま
り
子
（
北
上
市
立
成
田
小
学
校
長
）

▽
副
校
長
・
千
葉
浩
（
北
上
市
立
黒
沢
尻
東
小
学
校

副
校
長
）

（
沢
内
第
一
小
学
校
）

▽
校
長
・
藤
原
哲
嗣
（
八
幡
平
市
立
田
山
小
学
校
長
）

▽
教
諭
・
三
浦
栄
一
（
北
上
市
立
黒
沢
尻
東
小
学
校
）

▽
教
諭
・
軽
石
さ
ゆ
り
（
奥
州
市
立
常
盤
小
学
校
）

▽
養
護
教
諭
・
高
橋
知
香
子
（
花
巻
市
立
花
巻
小
学

校
）
▽
事
務
主
査
・
浅
野
靖
子
（
北
上
市
立
南
小
学

校
）

（
川
尻
小
学
校
）

▽
校
長
・
小
原
俊
子
（
北
上
市
立
い
わ
さ
き
小
学
校

長
）
▽
副
校
長
・
小
原
悟
（
北
上
市
立
黒
沢
尻
北
小

学
校
副
校
長
）
▽
教
諭
・
門
屋
健
司
（
北
上
市
立
黒

沢
尻
北
小
学
校
）
▽
教
諭
・
澤
藤
和
子
（
北
上
市
立

南
小
学
校
）
▽
教
諭
・
伊
藤
聖
子
（
奥
州
市
立
水
沢

南
小
学
校
）
▽
教
諭
・
石
川
恵
（
奥
州
市
立
若
柳
小

学
校
）

（
湯
本
小
学
校
）

▽
教
諭
・
大
鷹
真
（
北
上
市
立
和
賀
東
小
学
校
）
▽

教
諭
・
菊
池
智
代
（
北
上
市
立
南
小
学
校
）
▽
事
務

主
任
・
阿
部
知
恵
（
花
巻
市
立
南
城
中
学
校
）

（
越
中
畑
小
学
校
）

▽
副
校
長
・
高
橋
久
美
子
（
北
上
市
立
立
花
小
学
校

副
校
長
）
▽
養
護
教
諭
・
八
重
樫
栄
子
（
金
ヶ
崎
町

立
第
一
小
学
校
）

（
退
職
）

▽
湯
本
小
学
校
長
・
小
原
千
栄
子
▽
川
尻
小
学
校
教

諭
・
柴
田
勇
平
▽
越
中
畑
小
学
校
教
諭
・
高
橋
一
人

▽
川
舟
小
学
校
教
諭
・
小
田
島
純
二
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子どもたちの笑顔を力に

「えがおで」と書かれた壁かけ

震災を乗り越え旅立ちの時 各校で卒業式

　３月12日に沢内中学校、15日には湯田中学校、16日に猿橋小学校、17
日には湯本、越中畑、沢内第一、川舟、貝沢の各小学校、18日は川尻小
学校で、それぞれ卒業式が行われました。
　このうち沢内中学校では３月12日に行われ、町内の小中学校でいちば
ん早い卒業式となりました。前日の３月11日に発生した東日本大震災の
影響で電気が復旧していない状況ながら、小松太校長は「先延ばしにす
ると、もっと大変なことを知ることになり、皆さんをきちんと送り出す
機会を失うのではないかと思い、卒業式挙行を決断した。一人ひとりの
未来に幸多かれと祈っています」と卒業生に声をかけ、在校生とともに
門出を見送りました。在校生に思いをつなぐ卒業式

繋の郷づくり委員会（小繋沢）にＡＥＤ寄贈

関係者が試運転を見守りました

つながりを永遠に

金型と製菓を結びつける技術
　米などの原料から作るお菓子、ぽんせんで知られる大沓の株式会社サン
タランド（高橋文和代表）と、一流メーカーの時計部品を製造する泉沢の
北上宝飾株式会社（佐藤洋輝工場長）。一見まったく別の業種ですが、
今、この２社の技術を組み合わせる取り組みが行われています。
　３月28日、サンタランドの工場で、ぽんせんを焼く新しい金型の試運転
が行われました。北上宝飾が持つ時計部品の金型を作る技術で、ぽんせん
を焼く機械の金型を試作。サンタランドでは、この新しい金型で新作のぽ
んせん開発を目指すというわけです。試運転の結果はまずまずで、サンタ
ランドではアイデア豊かな形の新しい金型を発注。北上宝飾ではより技術
に磨きをかけて、金型づくりに取り組むことにしています。

ＡＥＤを受取る中島委員長

15 NISHIWAGA－2011.04.

北上宝飾とサンタランドが協力

　３月13日、北上市の電気工事会社（株）アイエムアイから小繋沢地区
で組織する繋の郷づくり委員会（中島達郎委員長）に、ＡＥＤ（自動体
外式除細動器）が寄贈されました
　同社と繋の郷づくり委員会は、西和賀町と北上市の企業や地域などで
構成する農楽工楽クラブを通じて３年来の交流があります。委員会で実
施している大根品評会に審査員として参加するほか、雪あかり作りやス
ノーバスターズの活動にも積極的に参加しています。今後も交流を続け
ていきたいという思いが、今回のＡＥＤ寄贈につながりました。
　ＡＥＤの寄贈を受け、小繋沢の高橋徳幸行政区長は「善意に感謝しま
す。有効に使える設置場所を検討し、大切に活用していきたい」と話し
ていました。

の ら く ら

　４月５日、西和賀町婦人連絡協議会（高橋千賀子会長）から野中
孝勇教育長へ手作りの壁かけが手渡されました。
　この壁かけには「えがおで」と書かれており、高橋会長は「今ま
で子ども達からたくさんの笑顔をもらい元気に活動できたことのお
礼と、新しい小学校でも笑顔で元気に通って欲しいという願いをこ
めています。そしてまた元気をください」と話していました。
　壁かけは新小学校児童全員分が用意されており、材料は西和賀町
森林組合（照井洸組合長）からの提供。飾りつけなどは会員とボラ
ンティアで行い、裏には自分の好きな言葉を書けるようになってい
ます。

高橋会長から
野中教育長へ
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今季の今までの
最高積雪は
2月1日の203cm
※2月15日までの観測結果です
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○
春
、
４
月
と
い
え
ば
夢
と
希
望
に
満

ち
た
桜
花
爛
漫
が
相
場
だ
が
、
今
年

は
そ
う
は
い
か
な
い
。
し
か
し
、
い

つ
ま
で
も
く
よ
く
よ
し
て
は
い
ら
れ

な
い
。

○
Ｔ
Ｖ
を
見
て
も
、
被
災
者
の
姿
は
想

像
を
超
え
て
、
明
る
さ
と
意
欲
を
感

じ
さ
せ
る
。
こ
の
復
興
・
再
建
は
間

違
い
な
く
10
年
20
年
に
及
ぶ
も
の
と

思
わ
れ
る
が
、
明
治
維
新
で
も
、
第

２
次
世
界
大
戦
後
の
復
興
で
も
そ
う

で
あ
っ
た
よ
う
に
、
今
を
生
き
る
私

ど
も
が
次
の
世
代
の
た
め
に
、
よ
り

よ
い
新
た
な
社
会
を
設
計
し
て
い
く

責
任
が
あ
る
。

○
東
日
本
大
震
災
は
、
私
た
ち
に
何
を

残
し
た
か
。
瓦
礫
の
山
の
中
に
、
微

か
で
も
よ
い
、
「
次
の
一
手
」
を
見

出
し
た
い
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
ほ
と

ん
ど
す
べ
て
を
失
っ
た
時
、
物
流
の

機
能
を
失
っ
た
と
き
、
私
た
ち
は
何

を
よ
す
が
と
し
た
か
。
ろ
う
そ
く
、

ま
き
ス
ト
ー
ブ
、
沢
水
、
徒
歩
そ
し

て
節
約
と
助
け
合
い
。
物
も
、
人
も

近
場
に
あ
る
も
の
が
役
に
立
っ
て
い

る
の
で
す
。
こ
こ
に
再
建
へ
の
大
き

な
ヒ
ン
ト
が
あ
る
と
思
う
。

○
私
に
届
い
た
情
報
の
中
に
、
「
コ
ン

ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
と
い
う
が
、
残
っ

た
の
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
だ
け

で
は
な
い
か
。
考
え
直
す
べ
き
」
と

い
う
の
が
あ
っ
た
。
果
た
し
て
そ
う

で
あ
ろ
う
か
。
木
造
と
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
建
物
が
隣
あ
わ
せ
で
、
鉄

筋
の
ほ
う
が
曲
げ
ら
れ
て
つ
ぶ
れ
て

い
る
が
、
木
造
の
方
が
し
っ
か
り
残
っ

て
い
る
写
真
を
見
た
。
木
造
家
屋
は

接
合
金
物
工
法
（
Ｋ
Ｅ
Ｓ
）
に
よ
る

も
の
で
あ
っ
た
。
過
去
に
お
い
て
、

木
造
は
強
度
が
落
ち
る
と
す
る
基
準

も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
活
用
す
る
技

術
に
も
っ
と
目
を
開
く
べ
き
で
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
木
は
日
本
の
文

化
を
築
い
て
き
た
主
役
で
あ
る
。

そ
れ
を
作
り
上
げ
た
林
業
を
生
業
と

す
る
地
域
社
会
も
ま
た
同
じ
で
あ
る
。

○
被
災
し
た
岩
手
県
は
森
林
王
国
で
あ

る
。
復
興
は
県
産
材
に
よ
る
住
宅
建

設
で
、
雇
用
と
地
域
活
性
化
に
貢
献

す
べ
き
と
思
慮
す
る
。
震
災
に
よ
っ

て
教
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
私
ど
も
の

発
想
の
転
換
の
必
要
性
で
あ
る
よ
う

だ
。
自
ら
肝
に
銘
じ
た
い
。

NISHIWAGA－2011.04.

　西和賀町では、町内１か所（川尻地内）で独自に積雪量を観測しています。場所は湯田庁舎付近です。調査結
果は独自のものなので、テレビ報道や新聞報道とは数値が違う場合があります。

積 雪 調 査 結 果
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西和賀に
⑮⑲

▶世帯数と人口を教えてください。
　世帯数は35世帯、人口は113人で
す。（3月末現在）
▶行政区の範囲は
　鍵飯15地割から17地割までが鍵
沢、鍵飯18地割から19地割と新町
13地割の一部が飯豊になります。
『鍵飯』という地域名は俗称とし
て使われ、2つの地域の頭文字を
採ったものです。
▶鍵飯区の見どころは
　飯豊に当地自慢の名勝『七ツ釜』があります。岩窓
沢から流れ下る滝の岩盤の川底に大小7つの穴があり、
7つの穴にちなんでそう呼ばれています。春の藤、秋
の紅葉がすばらしいところです。和賀川に注ぐ滝つぼ
付近には10数メートルの達ち岩がそそり立って、その
上には松の木がしっかり根を下ろしていてより景観を
引き立てています。滝の側には雨乞いの神社として
『瀧上神社』が祀られています。
　鍵沢には、町の天然記念物として指定を受けた樹齢
200年以上の『シダレザクラ』があります。鍵沢の有馬
礎さんの屋敷にあり、元は「柿澤五兵衛」という人の

屋敷でありました。文
和二年に「田在家」と
して、また、江戸時代
には御山守になるなど
西和賀きっての旧家で
ありました。

おらほの見どころ

鍵飯区
けん　ばん

お話を聞きました
行政区長　刈田　昭一さん

▲歴史を感じさせる『シダレザクラ』
　（町指定天然記念物）

―ともに歩む― ⑮

　高橋優さんは小学校5年生。3月までは宮古市で暮ら
していました。3月11日の東日本大震災で借家が一瞬に
して流されてしまい、父（高橋知浩さん）の実家がある
新町に引っ越してきました。そして、この春から沢内小
学校に転校、妹の舞ちゃんも新入生で沢内小学校に入学。
新品のランドセルは流され、2つ目のランドセルでの登
校となりました。
　優さんは「転校したくはなかったけど、今では新しい
友達もでき学校も楽しい。勉強をがんばりたい。」と明
るく話してくれました。宮古ではバスケットをやってい
たとのこと。生まれて2ヶ月になる雛ちゃんを手馴れた
様子で抱っこしていました。

岩手県

秋田県

主要地方道
盛岡横手線

国
道
1
0
7
号

鍵飯
けんばん

宮古市から西和賀町へ

▲笑顔のすてきな仲良し4兄弟

高橋優さん（小５）、舞さん（小１）、謙志郎くん（３歳）、雛ちゃん（０歳）

岩手県民体育大会
スキー競技会（アルペンの部）で１９連勝中！

梅川　良一さん（68歳）川尻

▶スキーを始めたのはいつから
　小学校に入る前からやってます。当時は指導者もいなく
て冬の遊びとして滑っていただけですが。初めて大会に参
加したのは中学校２年生の時でした。なかなかいい結果は
だせませんでしたね。
▶アルペンスキーの魅力は
　やはり、スピード感とスリル感でしょうね。スピードは
いくらでも出せますが、ポールを最短で通過するために調
整するのも自分の感覚なのでそれもまた魅力ですね。
▶夏場のトレーニングは
　普段は１日2時間ほど散歩しています。スキーのほか夏
場は陸上競技もやっています。マスターズ等の大会にも出
場しています。主に短距離走と円盤投げをやっていますが、
円盤投げでは記録も持っています。どちらも、それぞれの
トレーニングになっていい結果がでているのではないでしょ

うか。また、野球大会にも参加して
います。
▶今後の目標は
　当然、20連覇を目指します。息子
や孫と一緒に練習や大会に参加する
のも楽しみです。最近では孫に負け
る時もありますが、スキーや陸上競
技は体力が続く限りやっていきたい
ですね。

▲急斜面を激走する梅川さん

ゆう まい ひなけん し ろう
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震
災
の
影
響
を
考
慮
し
、
5
月
8
日
日
に

予
定
し
て
い
ま
し
た
「
平
成　

年
西
和
賀
町

23

消
防
演
習
」
は
、
8
月　

日
日
に
延
期
と
な

28

り
ま
し
た
。

●
問
合
先
／
総
務
課
緯
軌
３
２
８
１

　

町
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
を
祝
い
、
健

や
か
な
成
長
を
祈
念
し
て
、
平
成　

年
４
月

２３

以
降
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
を
対
象
に
記
念

品
（
ガ
ラ
ス
製
の
写
真
立
て
）
を
贈
り
ま
す
。

　

記
念
品
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
足
形
や
名
前
、

生
年
月
日
な
ど
を
ガ
ラ
ス
に
彫
り
込
ん
だ
も

の
で
す
。
記
念
品
を
ご
希
望
の
場
合
は
次
に

よ
り
申
込
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
準
備
い
た
だ
く
も
の
／
赤
ち
ゃ
ん
の
両
方

の
足
形
を
写
し
た
紙
（
足
形
＝
足
の
形
を

朱
肉
や
ス
タ
ン
プ
台
で
、
紙
に
写
し
と
っ

て
く
だ
さ
い
。
出
来
る
だ
け
縁
取
り
が
鮮

明
な
も
の
）

●
申
込
先
／
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
湯
田
庁
舎
税
務
会
計
課
又
は
沢
内
庁

舎
町
民
課
窓
口
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。（
申

込
書
は
税
務
会
計
課
・
町
民
課
窓
口
に
準

備
し
て
い
ま
す
。）

●
そ
の
他
／
記
念
品
の
お
渡
し
に
は
、
申
込

を
頂
い
て
か
ら
数
週
間
程
度
日
数
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

●
問
合
先
／
総
務
課　

緯
記
２
１
１
１

　

西
和
賀
町
カ
タ
ク
リ
の
里
づ
く
り
協
議
会

で
は
、
町
内
の
カ
タ
ク
リ
の
花
に
関
す
る
写

真
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
が
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

●
サ
イ
ズ
／
Ａ
４
、
四
つ
切
、
四
つ
切
ワ
イ

　

ド
の
い
ず
れ
か

●
締　

切
／
５
月　

日
火

３１

●
入　

賞
／
上
位
２
作
品
に
記
念
品
を
贈
呈

●
そ
の
他
／
１
人
３
点
ま
で
応
募
可
（
未
発

表
に
限
る
）。
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
入

賞
作
品
の
版
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。

●
問
合
先
／
観
光
商
工
課　

緯
記
３
２
９
０

　

介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
既
に
実
施
さ
れ

て
い
る
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
が
平
成　

年
４

23

月
か
ら
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
も

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
対　

象
／
自
宅
の
浴
槽
で
は
入
浴
が
困
難

な
身
体
障
害
者
及
び
身
体
障
害
児
（
介
護

者
が
い
れ
ば
入
浴
で
き
る
場
合
は
除
く
）

●
費　

用
／
原
則
１
割
負
担
。
た
だ
し
、
世

帯
の
収
入
等
の
状
況
に
よ
り
軽
減
あ
り

●
実
施
事
業
所
／
西
和
賀
町
社
会
福
祉
協
議

会

　

事
業
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
町
の
審
査
を

経
て
決
定
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
の
で
、

詳
し
く
は
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

●
問
合
先
／
保
健
福
祉
課　

緯
軌
３
４
１
２

　

町
で
は
、
キ
ノ
コ
に
よ
る
食
文
化
の
伝
承
、

或
い
は
販
売
に
よ
る
所
得
の
向
上
を
目
指
し
、

キ
ノ
コ
栽
培
を
行
な
う
た
め
の
種
駒
の
購
入

費
に
対
し
、
そ
の
一
部
を
町
内
に
居
住
を
有

す
る
人（
世
帯
）、又
は
町
内
で
活
動
す
る
法
人

及
び
団
体
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
助
成
対
象
経
費
／
キ
ノ
コ
を
生
産
す
る
為

　

に
種
駒
を
購
入
し
た
際
の
購
入
費

●
助
成
額
／（
世
帯
）１
世
帯
あ
た
り
５
千
円

を
上
限
と
し
て
、
購
入
費
の
２
分
の
１
の

額
（
法
人
及
び
団
体
）
１
法
人
又
は
団
体

あ
た
り
２
万
円
を
上
限
と
し
て
、
購
入
費

の
２
分
の
１
の
額

●
申
請
受
付
期
間
／
平
成　

年
５
月
２
日
〜

23

　

平
成　

年
６
月　

日

23

30

●
そ
の
他
／
種
駒
の
購
入
に
係
る
領
収
書
等

が
必
ず
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
紛
失
し

な
い
よ
う
ご
注
意
願
い
ま
す
。

●
問
合
先
／
農
林
課　

緯
軌
３
４
１
５

　

若
年
者
（
町
内
に
住
所
を
有
す
る
満　

歳
１５

以
上　

歳
未
満
）
が
町
内
の
事
業
所
に
就
職

２５

し
た
場
合
、
定
住
す
る
た
め
の
費
用
や
、
若

年
者
を
雇
用
し
た
事
業
主
が
支
払
う
賃
金
等

に
対
し
、
若
年
者
に
は　

ヶ
月
以
内
、
事
業

１２

主
に
は
６
ヶ
月
以
内
（
ひ
と
月
あ
た
り
若
年

者
１
万
円
、
事
業
主
２
万
円
）
で
交
付
金
を

助
成
す
る
こ
と
で
、
若
年
者
の
町
内
定
住
と

事
業
所
へ
の
定
着
を
支
援
す
る
事
業
制
度
で

す
。
こ
の
制
度
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
事

業
所
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
無
料
職
業
紹
介
所
」
を
設
置
し
、

求
人
・
求
職
の
紹
介
、
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
／
観
光
商
工
課　

緯
記
３
２
９
０

　

農
作
業
が
本
格
的
に
始
ま
り
、
こ
れ
に
伴

っ
て
焼
畑
等
の
火
入
れ
行
為
を
行
な
う
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
。
山
火
事
等
火
災
の
防
止

を
目
的
と
し
て
、
焼
畑
等
の
火
入
れ
行
為
を

行
な
う
際
に
は
、
西
和
賀
町
に
火
入
れ
を
す

る
１
週
間
前
ま
で
に
火
入
れ
許
可
申
請
を
提

出
し
許
可
を
受
け
る
事
が
必
要
で
す
。

　

火
入
れ
規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
火
災

の
原
因
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
火

が
燃
え
て
い
る
う
ち
は
責
任
者
の
方
が
現
場

で
監
視
し
、
万
が
一
延
焼
し
た
場
合
に
備
え

て
消
火
器
や
水
等
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
風
の
強
い
日
の
火
入
れ
行
為
は
行
な

わ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

●
申
請
先
／
農
林
課
又
税
務
会
計
課
で
受
け

　

付
け
て
い
ま
す

●
問
合
先
／
農
林
課　

緯
軌
３
４
１
５

　

町
で
は　

冊
の
新
し
い
本
を
購
入
し
、
川

66

尻
地
区
公
民
館
図
書
室
と
太
田
地
区
公
民
館

西
和
賀
町
消
防
演
習
は
延
期

「
キ
ノ
コ
生
産
供
給
拡
大
事
業
」の

お
知
ら
せ

「
カ
タ
ク
リ
」

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

ス
イ
ー
ト
ベ
イ
ビ
ー

メ
モ
リ
ア
ル
プ
レ
ゼ
ン
ト　
!!

障
が
い
者
の
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス

始
め
ま
し
た

役
場
か
ら

火
入
れ
時
は
届
出
を

「
西
和
賀
町
若
年
者
ふ
る
さ
と

就
職
支
援
事
業
制
度
」

「
西
和
賀
町
無
料
職
業
紹
介
所
」

の
ご
案
内

記念品の写真立て

図
書
室
の
新
刊
の
紹
介



図
書
室
に
配
置
し
ま
し
た
。
一
般
書
だ
け
で

は
な
く
、
児
童
書
や
絵
本
も
あ
り
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

【
川
尻
地
区
公
民
館
図
書
室
】

（
銀
河
ホ
ー
ル
隣
の
Ｕ
ホ
ー
ル
内
）

◎
日
本
文
学
（
小
説
・
物
語
）

　
「
う
ま
れ
る　
か
け
が
え
の
な
い
あ
な
た
へ
」

／
豪
田
ト
モ

　
「
八
日
目
の
蝉
」／
角
田
光
代

　
「
も
し
高
校
野
球
の
女
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　
　
が
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
『
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
を

　
　
読
ん
だ
ら
」／
岩
崎
夏
海

　
「
裏
閻
魔
」／
中
村
ふ
み

　
「
天
地
明
察
」／
冲
方
丁

　
「
ば
ん
ば
憑
き
」／
宮
部
み
ゆ
き

　
「
一
刀
斎
夢
録
」上
・
下
／
浅
田
次
郎

【
太
田
地
区
公
民
館
図
書
室
】

（
役
場
沢
内
庁
舎
２
階
）

◎
日
本
文
学
（
小
説
・
物
語
）

　
「
花
の
鎖
」／
港
か
な
え

　
「
葉
隠
物
語
」／
安
部
龍
太
郎

　
「
漂
流
家
族
」／
池
永
陽

　
「
誉
れ
あ
れ
」／
東
直
己

　
「
麒
麟
の
翼
」／
東
野
圭
吾

　
「
三
十
光
年
の
星
た
ち
」上
・
下
／
宮
本
輝

●
問
合
先
／
生
涯
学
習
課　

緯
記
２
０
４
５

　

春
の
訪
れ
と
と
も
に
火
入
れ
が
原
因
の
林

野
火
災
等
が
多
発
し
ま
す
。
町
内
で
も
消
雪

と
と
も
に
火
入
れ
が
多
く
な
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
火
入
れ
を
す
る
と
き
は
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
下
さ
い
。

①
火
が
消
え
る
ま
で
そ
の
場
を
離
れ
な
い
で

　

く
だ
さ
い
。

②
消
火
を
す
る
人
を
十
分
に
確
保
し
て
く
だ

　

さ
い
。

③
水
バ
ケ
ツ
等
、
消
火
に
必
要
な
道
具
を
準

　

備
し
て
く
だ
さ
い
。

④
風
向
き
に
注
意
し
て
、
火
や
煙
に
ま
き
込

　

ま
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
乾
燥
注
意
報
が
出
て
い
る
時
や
風
が
強
い

　

時
は
火
入
れ
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
／
西
和
賀
消
防
署
予
防
係

　

緯
起
２
５
０
７

　

デ
ジ
サ
ポ
岩
手
で
は
４
月　

日
、　

日
、

２５

２７

　

日
に
湯
田
地
域
を
、
５
月
２
日
〜
６
日
に

２８は
沢
内
地
域
を
巡
回
し
、
地
デ
ジ
に
関
す
る

調
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
電
波
の
受
信
状

況
や
調
査
の
ほ
か
に
、
戸
別
訪
問
も
行
い
ま

す
。
く
わ
し
く
は
デ
ジ
サ
ポ
岩
手
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
／
デ
ジ
サ
ポ
岩
手

　

緯
０
１
９
−
９
０
３
−
０
１
０
１

　

北
上
職
業
訓
練
協
会
で
は
「
小
型
移
動
式

ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習
会
」
「
足
場
の
組

立
て
等
作
業
主
任
資
格
取
得
講
習
会
」
「
T

I
G
溶
接
講
習
会
」
を
実
施
し
ま
す
。
講
習

内
容
等
詳
し
く
は
お
問
合
せ
下
さ
い
。

●
問
合
先
／
職
業
訓
練
法
人　

北
上
職
業
訓

　

練
協
会　

緯
規
５
５
７
７

お知らせお知らせお知らせお知らせお知らせ お知らせお知らせ

19 NISHIWAGA－2011.04.

項　　目
転　　　入
転　　　出
出　　　生
死　　　亡
人　　　口
男
女

世　帯　数

（　）は1月からの累計

物損 人身 負傷 死亡 飲酒区分
実数
累計

31 0
（2）

0
（2）

0
（0）

0

27
39
2
14

6,826
3,198
3,628
2,464

21
27
2
3
23
9
14
6

+
+
－
+
－
－
－
－

（0）

火災・救急の状況

実　　数 前月との比較※掲載を希望しないこともできます。届け出の際にお申し付けください。
（敬称略） 2月16日～4月15日受付分戸籍戸籍の窓戸籍戸籍の窓戸籍の窓

（3月末）

交通事故の状況 （3月末）

住民の動き （3月末）

（68）
（　）は1月からの累計

交　通 急　病
救急出場件数

火災出場件数

区分

区分

件数

人員
搬送

合計
その他

（3件）
2件

件数
（1件）
1件

（3人）
2人

（45件）
12件

（41人）
12人

（32件）
10件

■救急

■火災

（31人）
10人

（80件）
24件

（75人）
24人

髙　橋　美　空

荒　木　　　崚

酒　本　　　織

（女）

（男）

（男）

裕　康

貴　幸

豪　

湯　本

耳　取

川　尻

み　く

　　　　りょう

　　　　おり

髙　橋　　　絆

戸　巻　結　斗

（女）

（男）

綾　

守　

弁　天

大　野

　　　　きずな

ゆいと

ご 誕 生 お め で と う ご ざ い ま す

お 悔 や み 申 し 上 げ ま す

照　井　五　百
板　垣　フサ子
髙　橋　榮次郎
髙　橋　亮　治
大　川　悦　男
髙　橋　マツヱ
刈　田　キ　ヨ
　　　　福　　
佐　　　ツ　ナ
小　松　清　孝
　　井　ア　サ

川　尻

猿　橋

下　前

川　舟

新　町

前　郷

鍵　飯

若　畑

泉　沢

川　尻

上野々

2月16日

2月18日

2月24日

2月26日

2月28日

3月 1日

3月 7日

3月 7日

3月 8日

3月11日

3月13日

（90歳）

（67歳）

（85歳）

（79歳）

（65歳）

（104歳）

（96歳）

（85歳）

（101歳）

（88歳）

（81歳）

中　川　恭　三
竹　澤　　　健
竹　澤　ミ　ヨ
新　田　　之助
　　井　　　　
柿　澤　整　　
柿　澤　　　榮
　　𠩤　キ　ヨ
　々木　　　司
　　　　良　一
近　藤　タ　ミ

川　舟

槻　沢

槻　沢

川　舟

長瀬野

鍵　飯

鍵　飯

湯　田

貝　沢

湯　川

猿　橋

3月18日

3月20日

3月21日

3月22日

3月30日

3月31日

4月 7日

4月10日

4月11日

4月11日

4月14日

（93歳）

（81歳）

（88歳）

（77歳）

（93歳）

（80歳）

（84歳）

（92歳）

（50歳）

（56歳）

（80歳）

デ
ジ
サ
ポ
岩
手
で

町
内
キ
ャ
ラ
バ
ン
実
施
し
ま
す

資
格
取
得
講
習
の
ご
案
内

火
入
れ
時
に
は
十
分
注
意
を

そ
の
他
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今
年
の
３
月
26
日
に
撮
っ
た
ブ

ナ
林
で
す
。
こ
こ
は
、
泉
沢
の
林

道
高
田
沢
線
の
終
点
か
ら
１
０
０

ｍ
ほ
ど
で
気
軽
に
行
け
る
場
所
で

す
。
（
地
名
は
、
通
称
「
は
だ
」

と
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。） 

か
つ
て

は
、
ブ
ナ
の
原
生
林
で
し
た
が
、

戦
時
中
に
強
制
伐
採
さ
れ
そ
の
後

再
生
し
た
低
地
で
の
若
い
ブ
ナ
の

群
生
地
で
す
。 

　
　

（
平
成
23
年
３
月
26
日
撮
影
）

　

４
月
か
ら
広
報
を
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に
旬
な
情
報

を
、
い
ち
早
く
正
確
に
伝
え
る
よ
う

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。　

　

今
回
の
震
災
で
は
、
こ
れ
ま
で
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
長
時
間
の
停
電
。

今
ま
で
の
当
た
り
前
に
生
活
し
て
い

た
こ
と
が
、
恵
ま
れ
た
生
活
な
の
だ

と
い
う
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
普
段
か
ら
で
き
る
節
約
が
た
く

さ
ん
あ
っ
た
こ
と
に
も
気
づ
か
さ
れ

ま
し
た
。
小
さ
な
こ
と
か
ら
は
じ
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
総
務
課
広
報
担
当　

東　

清
彦
）

　

西
和
賀
町
は
、
３
月
11
日
発
生
の

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
住
宅
や
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
被
害
は
幸
い
に
も
確
認

さ
れ
ま
せ
ん
が
、
製
造
工
場
や
物
流

拠
点
が
被
災
し
た
こ
と
に
よ
り
、
日

常
生
活
に
大
変
な
不
便
を
強
い
ら
れ

ま
し
た
。
特
に
も
コ
ン
セ
ン
ト
に
差

し
込
め
ば
使
え
た
電
化
製
品
が
何
一

つ
役
に
立
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

社
会
シ
ス
テ
ム
が
順
調
に
回
る
こ

と
で
、
「
普
通
、
当
た
り
前
」
を
当

た
り
前
と
も
思
わ
な
い
で
過
ご
し
て

来
ま
し
た
。
改
め
て
不
自
由
な
生
活

を
体
験
し
、
災
害
時
の
心
の
備
え
の

一
つ
と
し
て
提
唱
さ
れ
て
い
る
、「
自

助
、
共
助
」
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

幸
福
と
い
う
も
の
は
、
一
人
で
は

決
し
て
味
わ
え
な
い
も
の
で
す
。

　
　

（
広
報
編
集
長　

高
橋　

智
）

編
集
後
記

て

に

を

は

写
真
ス
ケ
ッ
チ

広報にしわがでは「西和賀写真スケッチ」に
掲載する写真を募集しています。

送付先／〒029-5512 岩手県和賀郡西和賀町川尻40-40-71
　　　　西和賀町役場総務課広報係まで
電子メール／soumu@town.nishiwaga.lg.jp

○写真の題材やカメラの種類は問いません。
○写真データまたはプリント写真に、100字程度のコメント、
　撮影場所、撮影者の住所と氏名を添えて役場総務課までお
　送りください。（郵送または電子メール）
○お送りいただいた写真が多数の場合は、１点選考させて頂
　きます。あらかじめご了承ください。

募集

「
春
を
待
つ
は
だ
の
ブ
ナ
林
」

伝統の郷土料理おすすめ
の

一品

①　調味料を全部混ぜ、鍋に入れて煮立たせ、３／４を熱いうちにきゅ
　　うりとワラビにかけて重石をし、残り１／４は冷ましておきます
②　キク芋とムカゴは、塩少々（分量外）を入れて時々もみながら２～
　　３日おき、軽く水洗いしておきます
③　キク芋とムカゴに、好みにより切った人参を入れて、残っている調
　　味料をかけて重石をします
④　①と③を２～３日漬けたら、材料をザルにあげ、漬け汁を鍋に入れ
　　に立たせ、材料にかけて重石をします
⑤　時々、重石をとってかきまぜながら味をととのえ、④を３回くらい
　　繰り返してできあがりです

作り方

Vol.39

材料

撮
影
者
：
高
橋
明
雄
さ
ん
（
泉
沢
）

カリカリの歯ざわりが楽しい漬け物です

塩蔵きゅうり3kg、ワラビ1kg、キク芋500g、ムカゴ300g、人参100g、
（調味料）しょうゆ300cc、白だし100cc、酒70cc、みりん、酢、各50cc、砂糖100g

〔注意〕ワラビはつぶれやすいので、きゅうりと別に
　　　　漬けて重石の調整をするとよい

■紹介者　泉沢生活改善グループ
きゅうりのかりかり漬　～『郷土料理の祭典』金賞受賞作品～


